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序

この遺跡 は,昭 和58年 度 に着工 しました県営ほ場整備事 業島立地区にあ り,当 初か

ら埋蔵文化財の存在が確認 されている遺跡であ ります。

本年度 の区画整理工事 の着工 にあた り,県 ・市教育委員会の皆様 と事 前打 ち合 わせ

に より,調 査方法,調 査期間,費 用負担等について,再 三御検討 をいただ き,発 掘調

査による記録保存の方針 を決定 しました。

調査の実施は松本市教育委員会に,全 面的に委託 を受 けていただ くことにな りまし

た。 その結果奈良時代か ら中世 にわたる住居趾,墓 趾 などか ら非常 に珍 しい と言われ

ている青銅製の鏡 をは じめ土器,鉄 製品な ど数 多 くの遺物が発掘 され ました。 島立地

区の歴史 を探 るうえで貴重 な資料になることと思 います。

この ように発掘調査が計画 どお り完了できます ことは,県 ・市教育委員会 の適切 な

御指導 とお忙 しい中,調 査団に参画 され,発 掘調査 にあたられ た皆様 の御尽 力のた ま

もの と感謝 してお ります。

なお,遺 跡発掘にあた り,島 立土地改良区の役員,地 元関係者の御協力 と御理解 に

よ り,支 障 な く調査が行 われ ましたこ とに対 して,あ わせて謝意 を申し上 げます。

昭和59年3月 長野県中信土地改良事務所長 丸 山 仁 志





序

島立南栗地区は以前 よ り古 い時代 の遺物 を出土す るところ として知 られてお り,故

藤沢宗平先生 も関心 をもってお られた ところで した。 この度,島 立地 区の県営ほ場整

備事業が南栗遺跡周辺で実施 され るこ ととな り埋蔵文化財 を保護す るとい う立場か ら

工事 に先立 って記録保存 をす るために緊急発掘調査 を行 な うことにな りました。 この

調査 は中信土地改良事務所か ら市教育委員会に委託 され地元の考古学研究者,市 教 委

職員を中心 に地 区のみなさまの御協 力により実施 され ました。11月 初めか ら12月 中旬

まで約1ヵ 月半にわたる調査 とな り寒風や雪降 りの中で多大な成果 をあげました。平

安 時代初期頃の住居趾や鎌倉 ・室町時代 の住居趾が発見され,ま たこの住居趾 内か ら

出土 した銅製品は保存状態 も良 くたいへ ん貴重な資料だ と思います。栗林神社 を中心

としたこの地区が当時は多 くの人々が住んでいた大 きな集落であることがわか り島立

地区の古代史解 明に役 だつ ことと思 います。

今 回の調査は記録保存 という緊急発掘調査 で したが,開 発事業が多発 している状況

の中で文化財はみんなの共有財産であ り地下に眠っている文化財 を後世 に伝 えてい く

とい う意味で この調査の必要性 を御理解 いただければ幸 いです。最後に,こ の調査に

あた り多大 な御理解 と御協 力をいただきました地元のみなさまをは じめ関係各位 に心

か ら感謝いたしまして序 といた します。

昭和59年3月

松本市教育委員会
教 育 長 中 島 俊 彦
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例 言

しまだち みなみくり

1.本 書は昭和58年11日1日 か ら12月16日 にかけて行われた,松 本市島立 ・南栗遺跡緊急発掘調査

の報告書である。

2.本 調査は松本市が長野県中信土地改良事務所 より委託 を受けて行ったものであ り,農 家負担軽

減額分について国庫 ・県費補助事業である。

3.本 書の執筆は高桑俊雄が中心 となって行 い,そ の分担は下記のとお りである。

第1章 事務局

第2章 第1節 太田守夫

第2節 神沢昌二郎

第3章 第1節 高桑俊雄

第2節 平林彰,吉 田浩明,山 田真一,三 村竜一,山 下泰永,関 沢聡 高桑俊雄

第3節 直井雅尚,吉 田浩明,神 沢昌二郎,高 桑俊雄

第4章 神沢昌二郎

4.本 書の編集は事務局が行ったが神沢昌二郎が主体 とな り,滝 沢智恵子の助力を得 た。

5.遺 物の整理,遺 構図の整理等については各々次の者が分担した。

復元 ・実測 滝沢智恵子,直 井雅尚,吉 田浩明,山 田真一・,神沢昌二郎

トレース 山田真一,山 下泰永,神 沢昌二郎

図整理 小 口妙子,石 合英子,滝 沢智恵子,吉 田浩明,高 桑俊雄

6.遺 物の写真撮影は林宰男氏が行 った。

7.条 里遺構については小穴喜一一,小穴芳実氏に現地指導をいただき,陶 器類は愛知 県陶磁資料館

の赤羽一郎氏にご教示いただいた。記 して感謝申しあげる。

8.出 土遺物及び図類は松本市教育委員会に保管してある。
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第1章 調 査 経 過

第1節 調査に至るまでの経緯と文書記録

昭和57年8月3日 埋蔵文化財保護協議を実施。出席者県文化課郷道指導主事,中 信土地改良事務

所清水係長,岩 崎,岩 渕主事。市耕地課横内主査,市 教委神沢。市教育委員会室で説明のあと現地

へ行 く。島立地区の他島内,寿,神 林地区 も協議する。

昭和58年1月8日 昭和58年 度文化財関係補助事業計画書(提 出)

9月20日 昭和58年 度文化財関係国庫補助事業の内定(通 知)

9月30日 昭和58年 度文化財関係国庫補助事業補助金交付 申請書(提 出)

10月7日 昭和58年 度県営ほ場整備事業島立地区南栗及び新村島立条里遺跡埋蔵文化財包蔵地発

掘調査委託契約を結ぶ。 その概要は現場における発掘調査は12月10日 までに完了するもの とする。

業務に要する費用 として中信土地改良事務所は3,482,500円 を市に支払 うことで,発 掘調査計画書

には発掘調査の目的及び概要で,開 発事業県営ほ場整備事業に先立ち700m2以 上を発掘調査し記録

保存 をはかる。調査報告書は昭和59年3月31日 までに刊行す るもの とする。作業工程欄では発掘作

業18日,整 理作業18日,合 計36日,発 掘調査委託費は全額では4,500,000円,う ち文化財農家負担軽

減額が1,017,500円 である。

10月20日

12月1日

12月2日

12月3日

12月9日

12月13日

12月21日

埋蔵文化財発掘調査通知(提 出)

昭和58年 度国宝重要文化財等保存整備費の交付決定について(通 知)

昭和58年 度文化財保護事業補助金(県 費)交 付申請書(提 出)

昭和58年 度文化財保護事業県費補助金の内示について(通 知)

現場作業が残っているため中信土地改良事務所,地 元改良区 と協議 して16日 まで延す。

昭和58年 度文化財保護事業県費補助金の交付決定について(通 知)

昭和58年 度県営ほ場整備事業に伴 う松本市木下前田遺跡他3遺 跡の発掘調査費の変更

について(提 出)

昭和59年1月7日,昭 和58年 度県営ほ場整備事業に伴 う松本市木下前田遺跡他3遺 跡の発掘調査

費の変更について(通 知)

1月26日 昭和58年 度文化財関係国庫補助事業状況報告書の提出について

2月10日 昭和58年 度国庫補助事業に係わる報告書刊行状況について(報 告)
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第1図 遺跡の位置
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第2節 調劃本制

団 長

担 当 者

調 査 貝

調査員補助

中 島 俊 彦(松 本市教育長)

神 沢 昌二郎(日 本考古学'協会員,市 教育委貝会)

西 沢 寿 晃(〃,信 大医学部)

三 村 肇(長 野県考古学会員,会 社員)

横 田 作 重(〃,〃)

平 林 彰(〃)

森 義 直(大 町高校教諭)

太 田 守 夫

瀬 川 長 広(あ がた考古会)

三 沢 元太郎(〃)

吉 沢 酉 己(〃)

大 出 六 郎(〃)

伊 那 史 彦(愛 知学院大学生)

山 下 泰 永(立 正大学生)

山 田 真 一(早 稲田大学生)

事 務 局 田 堂 明(社 会教育課長)

神 沢 昌二郎(

百 瀬 清(

熊 谷 康 治(

直 井 雅 尚(

高 桑 俊 雄(

文 化 係 長)

〃 主事)

//)

〃 事 務 員)

〃 嘱 託)

協 力 者 井 口喜六,大 久保雅夫,中 島要,忠 地美智子,大 久保安子,上 條彦郎,佐 々木

謙司,坂 下 しげる,吉 江和美,田 口吉重,中 島新嗣,藤 森寿美子,鶴 川登,百

瀬正道,堀 内いくみ,吉 沢群治,宮 下みこと,遠 藤貞子,大 塚寿美江,三 宅睦

子,小 岩井勝,三 村竜一,浅 井釣次,青 山春敏,清 水真理,吉 沢紀洋子,藤 森

久子,百 瀬正道,鈴 木なつえ,粂 井志げの,倉 科由加理,吉 田浩明,小 穴喜一,

小穴芳実,柴 田尚子,高 桑弘子
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第3節 作 業 日 誌

昭和58年11月1日(火)1～10地 点,バ ックホーにより坪掘 りを行 う。

市教委:高 桑俊雄

11月2日(水)晴 昨 日に続 き坪掘 り作業を11～16地 点にて継続。11地 点 より2軒,12地 点 よ

り2軒,14地 点 より1軒,計5軒 の住居趾確認,15地 点に落込 みが見 られる。

市教委:高 桑

11月3日(木)曇 現場打 ち合わせ。

作業員:高 桑他2名

11月4日(金)曇 本 日より本作業に入る。第1,2号 住居趾掘 り込みをす る。11地 点はバッ

クホーにより拡張作業。住居趾6軒,溝,建 物趾等 を検出。

調査貝 ・調査補助貝:山 田真一 作業員:井 口喜六他9名 市教委:高 桑

11月5日(土)曇 第3,4,5号 住居趾 を検出し掘 り込む。第5号 住居趾 より銭出土。第17

18地 点を,バ ックホーにより坪掘 り。

調査員 ・調査補助員:三 村肇,森 義直,山 田 作業員:井 口他14名 市教委:高 桑

11月7日(月)晴 一時雨 第4,5号 住居吐掘 り込み継続。第9号 住居趾を掘 り下げる。溝1

を検出。17地 点にて,住 居趾及び建物趾等の検出作業 を行なう。条里遺構確認の為,東 西 トレンチ

1,II,南 北 トレンチ1を 設定。東西 トレンチ1か らトレンチ掘 り作業 を開始する。

調査員 ・調査補助員:三 村,山 田 作業員:井 口他15名 市教委:高 桑

11月8日(火)東 西 トレンチII,南 北 トレンチ1を バックホーにより掘 り進む。17地 点の検出

作業。第6号 住居趾の掘 り下げ開始。

調査貝 ・調査補助員:横 田作重 作業員:井 口他15名 市教委:高 桑

11月9日(水)晴 第6,7,8号 住居趾掘 り込み。

作業貝:井 口他14名 市教委:高 桑

11月10日(木)曇 のち小雨 溝1の 土層図作成。 第6,7,8号 住居趾の掘 り込み継続。第8

号住居趾より,青 銅鏡を出土。第10号 住居趾写真撮影。

調査員 ・調査補助員:瀬 川長広,大 出六郎,三 沢元太郎 作業員:浅 井釣次他17名 市教委:高

桑

11月11日(金)晴 第8号 住居趾の土層図を作成。第9号 住居趾のピットを除き,床 面迄検出

第10号 住居趾の測量。土拡11,13を 検出し,掘 り下げる。第14号 住居趾,第15号 住居趾 を検出し,

掘 り下げる。
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調査員 ・調査 補助員:瀬 川,三 沢 作業員:青 山春敏他14名 市教委:高 桑

11月12日(土)曇 のち雨 第6,8号 住居趾の土層図 を作成。建物:趾:1,2を 検出 し,掘 り込み

をする。第9号 住居趾柱穴の検出。土拡13及 び第15号 住居趾の掘 り込みをする。

調査員 ・調査補助員:三 沢 作業員:青 山他14名 市教委:高 桑

11月14日(月)霧 深 しのち晴 第6号 住居趾の土層図 を作成。第8号 住居趾のベル ト外 し。第9

号住居趾の柱穴掘 りの継続。第15号 住居趾の床面を検出。同土層図を作成する。第16号 住居趾を検

出し,掘 り下げる。溝1に 再び トレンチを入れる。

調査員 ・調査補助員:瀬 川,大 出,三 沢 作業員:井 口他12名 市教委:高 桑

11月15日(火)濃 霧のち晴 第6号 住居趾のベル トを外す。第7号 住居趾掘 り込み。断面図を作

成。第8号 住居趾のベル トを外す。鉄製紡錘車出土。土拡12を 検出 し掘 り下げる。第19号 住居趾検

出し,青 銅器出土す。第15号 住居趾のベル トを外 し,第16号 住居趾の床面を検出する。

調査員 ・調査補助員:瀬 川,大 出,三 沢 作業員:井 口他11名 市教委:高 桑

11月16日(水)第6号 住居趾の床面を検出。南北 トレンチ1に 礫層 を確認する。

作業員:藤 森寿美子他15名 市教委:高 桑

11月17日(木)曇 のち雨 第17号 住居趾掘 り込み。第20号 住居趾を検出し掘 り下げる。南北 トレ

ンチ1の 礫層を再度確認する。後,雨 のため,土 器洗いを行 う。

作業員:田 口吉重他13名 市教委:高 桑

11月18日(金)小 雨のち晴(風 強し)第6号 住居趾の遺物 をとりあげ,柱 穴1～4を 掘 り始める

第8号 住居趾遺物出土図を作成,遺 物 をとりあげ,床 面を検出する。第7号 住居趾の床面検出。第

9号 住居趾の柱穴が掘 りあがる。第20号 住居趾の掘 り込み をする。

作業員:藤 森他11名 市教委:高 桑

11月19日(土)濃 霧のち晴 第7号 住居趾の遺物出土図を作成 し,床 面 まで検出する。第8号 住

居趾の柱穴を検出し,掘 る。第8号 住居趾の遺物図及び遺構図 を作成する。第14号 住居趾の土層図

を作成す る。第17号 住居趾を検出し掘 り下げる。溝1の 土層図 を作成する。南北 トレンチ1の 礫 を

追 う。冷え込みがきびしくなる。

作業員:田 口他16名 市教委:高 桑

11月21日(月)濃 霧のち晴 第7号 住居趾の床面を検 出する。第15号 住居趾の測量を行い,遺 物

をとりあげ,写 真撮影。第16号住居趾の柱穴を掘 る。第17号 住居趾を検出し,掘 り下げる。第14号

住居趾のベル トを外し,床 面を検出する。土拡1を 検出 し,掘 り下げる。

調査貝 ・調査補助員:伊 那史彦 作業員:田 口吉重他13名 市教委:高 桑

11月22日(火)曇 のち晴 第6号 住居趾の柱穴を掘 り込み,土 層図を作成する。第7号 住居趾:の

床面 を検出。鎌が出土する。第9,10号 住居趾掘 り終わ り,写 真撮影 をする。
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調査員 ・調査補助員:大 久保知巳 作業員:田 口他12名 市教委:高 桑

11月24日(木)雨 のち晴 雨のため発掘作業は中止。土拡11,第14号 住居趾を実測する。

調査員 ・調査補助員:大 久保,横 田 作業員:堀 内い くみ他1名 市教委:高 桑

11月25日(金)小 雨のち曇 土拡11,12,13の 土層図を作成 し,12,13に ついては,平 面測量 を

する。第17号 住居趾では,周 溝 を検出す る。第18号 住居趾を検出し,掘 り下げる。第20号 住居趾の

掘 り込みをする。建物趾2の 土層図を作成。

調査員 ・調査補助員:大 久保 作業員:田 口他7名 市教委:高 桑

11月26日(土)曇 のち雪 第1号,2号 住居趾を測量 し,第18号 住居趾を掘 る。

作業員:堀 内他11名 市教委:高 桑

11月28日(月)晴 第7号,8号 住居趾を掘 り終わり,写 真撮影 をする。第14号 住居趾の遺物を

とり上げる。第17号 住居趾の周溝 を掘 り,第18号 住居趾の床面を検出。建物趾1,2を 掘 り終わ り

建物趾4を 検出する。第21号 住居趾を検出し,掘 り下げる。

調査員 ・調査補助貝:太 田守夫 作業貝:田 口他12名 市教委:高 桑

11月29日(火)晴 第1号 及び2号 住居趾につき,レ ベル続み,遺 物の とりあげをする。第3号

住居趾の土層図を作成。第22号,23号 住居趾及び溝3を 検出し,掘 り下げる。第17号 住居趾の土層

図 を作成 し,第24号 住居趾の検 出作業及び掘 り込み をする。

作業員:田 口他13名 市教委:高 桑

11月30日(水)雨 のち曇 第22号,23号 住居趾の掘 り込みをする。第22号 住居趾よりカマ ド出現

建物趾3を 検出し,掘 り下げる。

作業員:田 口他11名 市教委:高 桑

12月1日(木)晴 第3号 住居趾の平面図を作成。第4号 住居吐のベル トを外 し,柱 穴を掘 る。

第17号 及び18号 住居趾のベル トを外 し,第24号 住居吐の掘 り込みをす る。建物趾3,4の 掘 り込み

継続。‡層図を作成。

作業貝:田 口他13名 市教委:高 桑

12月2日(金)建 物:趾:4の掘 り込みをす る。

作業員:田 口他13名 市教委:高 桑

,12月3日(土)曇 建物吐4及 び第24号 住居趾を掘る。

作業員:田 口他14名 市教委:高 桑

12月4日(日)晴 土器洗いを行 う。

作業員:柴 田尚子 市教委:高 桑

12月5日(月)晴 第17号 住居趾の遺物出土状態を測図する。
/

作業員:堀 内他1名 市教委:高 桑
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12月6日(火)晴 第21号 住居趾の遺物出土状態 を測図 し,写 真撮影をする。第23号 及び24号 住

居趾のベル トを外 し,建 物趾3を 掘る。

作業員:堀 内他5名 市教委:高 桑

12月7日(水)晴 第4号 住居趾の柱穴を掘 り,土 層図を作成する。遺構図を作成する。第5号

及び21号 住居趾の発掘完了。写真撮影 をする。第17号 住居趾の柱穴を掘る。建;物趾3,4を 掘 り込

む。全体測量を開始する。

作業員:清 水真理他7名 市教委:高 桑

12月8日(木)晴 第20号 住居趾の床面を検出。第22号 及び23号 住居趾の遺物及び遺構図を作成。

溝3の 断面図 を作成する。第24号 住居趾の床面 を検 出し,建 物趾4を 掘る。

作業員:清 水他5名 市教委:高 桑

12月9日(金)晴 第1号 及び2号 住居趾 を精査し,柱 穴を検出,掘 り下げる。カマ ド断面図 を

作成。第20号,24号,25号 住居趾の床面 を検出。東西 トレンチ1,南 北 トレンチ1の 土層図を作成

す る。作業が残っているため,中 信土改,地 元改良区 と協議 して16日 まで延長 とする。

作業員:清 水他7名 市教委:高 桑

12月10日(土)晴 第1号,2号 の柱穴掘 り,遺 構図完了,写 真撮影をす る。第24号 住居趾の床

面検出作業。第25号 住居趾遺構図及び土層図を作成 し,写 真撮影 をする。

作業員:清 水他6名 市教委:高 桑

12月11日(日)雨 のち曇 建物:趾:1,2の 平面図を作成。第7号,8号 住居趾の遺;構図 を作成す

る。東西 トレンチIIの 土層図を作成す る。

作業員:清 水他2名 市教委:高 桑

12月12日(月)晴 東西 トレンチII,南 北 トレンチ1の 土層図を作成。第16号,20号 住居趾の平

面図を作成。建物趾4を 掘 り下げる。全体測量 をする。

作業員:清 水他3名 市教委:高 桑

12月13日(火)小 雨 第6号 住居趾の柱穴を実測し,写 真撮影をする。第7号 住居趾の柱穴を検

出し,掘 り込む。第7号,14号 住居趾のレベ ルをおとし,第16号,20号 住居趾の掘 り込み を終了し

写真撮影 をする・建物趾1,2の 写真i撮影 を行い,建 物趾3の 平面図を作成する。溝1の1100の 平面

図を作成する。

作業員:清 水他5名 市教委:高 桑

12月14日(水)晴 第6号 住居趾:カマ ド土層断面 を実測し,第17号 住居趾の柱穴を検出,土 層図

を作成す る。第18号,22号,23号 住居趾の写真撮影。建物:趾:3,4に つき平面図を作成。第24号 住

居趾,墓 趾:1,2,3,集 石1の 平面図,断 面図作成。

作業員:清 水他8名 市教委:高 桑
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12月15日(木)曇 第4号,6号,18号 住居趾のカマ ド断面図作成。建物吐3,4を 掘 り終わ り

レベル読み をし,写 真撮影 をする。第17号 住居趾のピッ ト及び貼床下遺;構を掘る。第22号 住居趾の

カマ ド断面図を作成。

作業員:清 水他7名 市教委:高 桑

12月16日(金)曇 第6号 住居趾の貼床下遺構・を検出。佐波理鏡 出土す。第17号 住居趾のカマ ド

断面図を作成 し,レ ベル読みをする。第23号 住居趾にて,貼 床下遺構検 出。第24号 住居趾の床面検

出。墓趾1,2,3,集 石1を 掘 り終わる。溝4の 断面図を作成。本 日をもって現場発掘作業終了。

作業員:清 水他5名 市教委:高 桑

12月17日(土)晴 現場の残務整理

作業貝:清 水他3名 市教委:高 桑

12月20日(火)晴 テ ントを撤:収し,後 片づけ作業終了。

作業員:清 水他1名 市教委:高 桑

59年1月 以降整理作業継続中

(事 務 局)
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第2章 遺跡の環境

第1節 地形と地質

この地域は,波 田町か ら上新,東 新 を経て島立に開いている梓川の扇状地 と,鉢 盛山東側に源 を

発する鎖川扇状地の合流扇状地の末端で,梓 川と鎖川の堆積の接触面 と考えられる。梓川の沖積層

は,和 田村衣外附近か ら島立地区南栗に至る線で,鎖 川の沖積地に連絡 しているものと考えられて

お り,遺 跡の海抜は605m(±),傾 斜は,N75.～E-Wで ある。

遺跡及びその周辺の土層は,深 いところで2mを こえる厚い堆積で,扇 状地末端の沖積地の特性

をよく表わしている。土壌は,水 田 ご利用されて有数 な米作地帯 となっているだけあって,壌 土で

あ り,酸 化鉄の集積 も多 く,典 型的な褐色を示 している。土層中の岩石は,古 生層起源で,砂 岩(硬

砂岩を含む),粘 板岩,チ ャー ト,輝 緑 ぎょう灰岩,珪 岩であり,花w岩,安 山岩は含 まれていない。

れきの形は,ほ ぼ円礫で10×10cmを こえることは少ない。礫層か らみる堆積方向(流 れの方向)は,

N40。 ～60。Eに なっている。

梓川の堆積物は,花w岩,班 岩に礫を混 じえた洪積層砂礫を含んでお り鎖川系統はそれがない。

又,堆 積方向,地 形面の傾斜方向か らみて,遺 跡及びその周辺は鎖川の影響が強い と考えられる。

事実,2mの 下底には汚れていない石の礫層(み どづ色の細礫,細 石)が 見 られた。 これと上記の

礫層のつなが りは,ま だはっきりとしていないが,鎖 川系統の礫 と考えている。

遺跡近 くを流れる堀川については,排 水路の役 目をもっているもので,沿 岸地への被害はほとん

どない。昭和初期までは,サ ケ,マ ス,ア ユがのぼってきた と聞 く。

南東にある大久保(大 久保団地周辺)の 久保は 「窪」で,河 川の合流地の意味の凹地である。か

つては南栗,大 久保,笹 部は一つであったが,奈 良井川,鎖 川の開析により寸断されたという。が

歴史的に見て,松 本藩でな く,笹 部水野領だったことと,何 らかの関係があるか も知れない。

発掘により,島 立の地形形成,更 には,生 活の舞台が解明されるだろう。(太 田 守夫)
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第2図 島立地区各地点土層概念図
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㊥印発掘地点
1南 栗遺跡
2高 綱中学校遺跡

3北 栗遺跡
4三 ノ宮遺跡

5新 村 ・島立条里

的遺構

6梶 海渡遺跡
7下 神 ・町神遺跡

8和 田町遺跡
9秋 葉原遺跡

10安 塚古墳群

11新 村遺跡

12島 内遺跡群

13下 二子遺跡
14く まのかわ遺跡

15神 戸遺跡群

16南 荒井遺跡
17太 子堂遺跡

18川 西遺跡

19川 西開田遺跡
20三 間沢川左岸遺

跡

21境 窪遺跡

22三 夜塚遺跡

第3図 周辺遺跡
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第2節 周 辺 遺 跡

島立地区は松本市の西方にあり,松 本城か ら5kmあ まりで,本 遺跡はその島立地区の うち最南部

に位置する。島立地区は奈良井川と梓川の合流する河岸段丘の平地で,島 状をなしており,中 世に

おける小笠原氏の同族が所領 した居館 を島の館 といったことな どが,島 立の地名にかかわっている。

地区内には野麦,山 形,仁 科街道,高 綱道,牛 道,蛇 原道,千 国道,和 田道などの街道 があ り,安

曇,飛 騨に通 じる要衝の地にあたる。

島立の遺跡については故藤沢宗平氏が詳細に調査 してお り,そ れによると大 きく見ると奈良井川

左岸100mあ まりの段丘面 と,集 落の中とに分けられよう。 しか し奈良井川だけが島立の遺跡の立

地に影響 を及ぼ したのではなく,む しろ西の梓川からの分流による何本もの堰の縁辺に遺物の出土

が多い。

まず南側よりみてみると,南 栗部落では今回発掘調査=した南栗遺跡の一部では,栗 林神社の西側

で大形の須恵質甕,神 社東南方水田から須恵器などが,ま た乃木殿か ら土師器圷などが出土 してい

る。今回発掘調査 した中心点あたりでも,戦 後小規模の構造改善 をした際に,多 量の土師器 らしいも

のが出土したときいている。堀川 と久保川の岐れる擬宝珠地籍で も有頸小形壺の出土をきいている。

北へ行 って月見橋から高綱中学校脇を通 る道筋をみると,奈 良井川左岸段丘のババで採土をした

折に縄文中 ・後期土器片や,土 師器,須 恵器が出土 してお り,そ の西側100mあ まりの住宅地か ら

も土師 ・須恵器が出土 している。、山形街道 と交叉するお乳神社南では地表下32～115cmに 土師器・須

恵器などが出土 している。更に西へ行 って高綱中学校ではプール建設時に土師器の出土をみている。

次に三ノ宮神社周辺では参道北,農 協前,小 学校校庭,出 張所前などで須恵器 を主 とした遺物の出

土 をみている。他に北栗地籍でも遺物の出土地点が20ヵ 所近 くも記録 されているが,総 じて平安時

代におけるものである。

他に三 ノ宮以西に広がる水田地帯の東西3km,南 北1.5kmに およぶ範囲が,条 里遺構ではないか

とみられているが,新 村では水田下1.2mあ まりに平安時代の住居趾があった例 もある。現在信濃

史学会で調査を続けているのでその結果 を待 ちたい。

さて近隣地区に目をむけてみると,南 側神林梶海渡では平安時代 と思われる遺物の出土があ り,

天井川になっている鎖川を渡って神林下神に入ると,58年 度に発掘調査した下神,町 神遺跡では,

平安時代 を中心 とした住居趾,建 物趾などが113軒 検出され,特 に奈良三彩の小壺の出土をみてい

る。西側は和田,新 村地区になるが,点 々と土師器,須 恵器の出土のある遺跡がある程度で遺跡の

分布密度は低い。 しか し新村秋葉原,安 塚では古墳時代末期の群集墳が検出されてお り,こ の地の

開発が古いものであることを示している。
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北側の島内地区の南中,島 高松でも小 さな段の上部で土師器 ・須恵器 を出土 してお り,こ こも島

立 と同様に水田下に平安から鎌倉 ・室町に至る時期の遺跡が眠っていることと思われる。奈良井川

右岸の笹部征矢野では遺物の出土を聞かず,奈 良井川の氾濫原として,ま た湧水の多い湿地帯 とし

て生活には適 さなかったのではないか と思われる。 この他奈良井川左岸上流の笹賀地区では,牛 の

川(縄 文 ・古墳 ・平安)神 戸(縄 文 ・平安),く まのかわ(縄文 ・奈良 ・平安)下 二子(平 安)と 比

較的低地に遺跡が続 き,対 する西側では神林の川西(平 安?)川 西開田(縄 文 ・平安)三 間沢川左

岸 く平安)の 各遺跡があ り,山 形村 との境の三間沢川右岸では境窪(弥 生 ・平安),更 に山形村の三

夜塚遺跡では縄文中期の集落が知 られている。(神 沢昌二郎)

参考文献 「松本市・塩尻市・東筑摩郡誌」第2巻 歴史上
「長野県の地名」日本歴史地名大系20,平 凡社
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第4図 調 査 地 の位 置(1)上 ・(2)下
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第5図 東 西hレ ンチ1,南 北 トレンチ1土 層 断 面 図
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・第6図 南 北 トレ ンチ1
,東 西 トレ ンチII土 層 断 面 図
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第3章 調 査 結 果

第1節 調 査 の 概 要

1.概 要

調査地は松本市島立南栗地籍に位置 している。 ここは用地の中央部 を南か ら北へ と中央道長野線

が通過 を予定 している。 その東,西 側が今回の事業の対象となった所である。

今回の調査は,ほ 場整備 によ り,深 く削平 される地区 と,遺 跡の範囲,及 び,『新村,島 立地区条

里遺構』の南限確認に主眼を置 き,図5,6の 如 くに坪掘 り,ト レンチを設定 し開始 した。そして

坪掘 りにより,2地 区は大 きく拡げ3地 区は必要最低限にとどめている。調査面積は約1,800m2,試

掘面積は約500m2に わたる。

その結果,住 居趾は,奈 良時代6,そ れとほぼ同時期のもの1,平 安 中期2,平 安末期6,中 世

5,時 期不詳2,計22軒 。建物趾は,数 回建て直 しを行っている奈良時代 と思われるもの2,不 詳

2,他 に土拡19,溝5,墓 吐3,集 石1等 を検 出した。土拡 は時期や性格を把み得 る程の遺物 を出

してはおらず,溝 はいずれも平安末期の土器 を含んでお り,溝4は 中世 まで下る。又,唯1基 の集

石はその位置から墓趾であろうと推測する。 又,長 い トレンチ,試 堀等により,住 居趾,土 拡各6

以上,他 に配石1を 確認 している。

出土 した遺物には,土 器として,土 師器,須 恵器,灰 粕 ・緑粕陶器,中 世陶器などが各種,紡 錘車

や鉄鍛,釘,鎌 などの鉄製品,佐 波理鏡,六 器,水 瓶などの青銅製品や銭,'他 に,砥 石,土 製紡錘

車など多種多様なものが見られ,又 遺構にはつなが らなかったが縄文時代石器,弥 生時代の土器片

も得ることがで きた。縄文中期の遺跡は月見橋西側(奈 良井川左岸)に も既に知 られているところ

であるが,唯 一点出土した弥生の甕は貴重なものである。

2.各 地点の概要と土層

第1地 点 今回のほ場整備用地内南西端にあた り深 さ80cmで 小礫層 となる。遺物は1点 も出土

しなかった。

第2地 点 この周辺は南か ら北へ と階段状に田が連なっている。堤防を隔てて南から東へ と鎖

川が流れている。川の影響 を受けていたらしく床土も薄 く約40cmで 礫層となる。この地点は古字で

「元塚上」 との地名が残るが塚 らしきものは周囲に全然見当らなかった。

第3地 点 栗林神社南側で第1地 点 との中間地点である。約80cmで 礫層 となる点では第1地 点
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と良 く似ている。ただ褐色土層～黄褐色土層にかけて須恵器圷,土 師器圷,カ メ等が若干出土 した

が小片であった。遺構は検 出できなかった。

第4地 点 第2地 点から150m北 にあた り現状は畑地 となっていた。約60cmで 礫層となり,遺

物は見 られなかった。

第5地 点 神社参道から中央道を隔てた東にあたり第10地 点 と共に特に深掘 りした地点である。

この地点では礫層 は全然みられないが,そ の代わ りに砂質土が80cm下 まで140cm堆 積 し,粘 土層と

なっている。遺物は全然見 られなかった。

第6地 点 神社南西際である。礫層は見 られな く遺物 も見当らなかった。

第7地 点 神社北側にあたる。戦後小規模な構造改善 を行 い多量の遺物を出土したと聞いたの

はこの地点である。床土の下はす ぐ小礫層 となる。上部 を削平,客 土 した為にこのような土層状態

を呈す るのであろう。遺物は全然見当らなかった。

第8地 点 現在,擬 宝珠か ら神社北側周辺の水 田に水 を引いている堰のす く・東側の地点である。

約40cmで 砂礫層 となった。 この中には花鉢,陶 器片が入っており後に聞 くところによると横の堰は

何度 とな く流れ を変えてお り,そ の為の土砂の堆積によるもの と判明した。

第9地 点 用地内北部,中 央道路線際の地点である。約80cmで 礫層に変わる。やは り遺物は見

当らない。

第10地 点 用地北西隅にありす ぐ北側を堀川が東に向って流れている。深掘をした地点である。

層序がやや変わってお り地表か ら120cmで 小礫,砂 が見えその下に褐色土層が入る。そして再び190

cmか ら砂層,礫 層 となっている。つまり褐色土層が礫層にはさまれた状態であった。遺物は全 く出

土 しなかった。

第11地 点 神社北側,擬 宝珠から堰の北中央道際を坪掘 りした。土層は床土下が黒褐色土,ロ

ーム(黄 色土)と いうきれいな順序である。坪掘 りの段階で須恵器圷,カ メ,土 師器カメ等に弥生

時代のカメロ縁が2点 出土 した。該期の遺構 を期待 しこの地点を西,北 へ と拡張 した。遺構は黒褐

色土下層から掘 り込まれているがローム上層 を遺構検出面 とした。検出面は南側で約50cmと 浅 く,

北側は約110cmと 深 くなっていた。遺構には,奈 良時代に属する住居趾5,建 物趾2,平 安中期 の

住居趾1,中 世の住居趾2,他 に溝2,土 拡4等 があり弥生時代の遺構は見当らなかった。分布状

況から遺構は堰 を隔てた南側及び中央道路線内でも検出することが予想されよう。

第12地 点 用地内北東隅にあたる。重機 を入れた部分が住居趾の覆土上であ り切 り合った2軒

を検出したのみで拡張を中断 した。遺物には,須 恵器 カメ,土 師器椀 圷,カ メ,高 圷等を見 る事

が出来た。住居趾は床土下の黄褐色土中に検出した。2軒 とも時期的には平安末に含まれるもので

あろう。又土拡も3基 検出している。

第13地 点12地 点の坪掘 り中に地元の方か らこの北側,堀 川に添ってかなり広い部分を壁土用
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にロームを採 りその際にかな りの土器,石 等 を掘 り出したとい う話 を聞きこの地点を設けた。事実

この地区は周囲とは約lmの 段差 をもっていた。土層をみると耕作土下は薄 く小礫 を乗せたローム

(黄色土)で,一 部が黒褐色土の状態であり若干の須恵器カメ,土 師器杯等を得 ることが出来た。

西側の畔には石組粘土カマ ドがそのまま残ってお り中には焼土に混じって須恵器や土師器の杯等 も

入っていた。残存したこのカマ ドの高さからして耕作面が住居趾床面の高さに適当であ り,こ の地

区一帯は既に遺構は破壊 されて しまっていると考えた。

第14地 点11地 点の中央道を隔てた東側,了 智上人墓の西側部分に当たる。床土下が黄褐色土

であ り,遺 構はこの土層中に検出できた。検出面は東側で約40cm,西 側で約60cmと 深 くなる。12地

点同様に最初に重機を入れた場所が住居趾覆土中であ り,1軒 を検出したのみで拡張を中止する。

遺物は須恵器杯,カ メ,土 師器杯,カ メ等がみえる。検出した遺構は,奈 良末～平安初期に属する

と思われる住居趾1,そ れを切る溝2,墓 吐3,集 石1等 である。なおこの地点は後に述べ る19地

点 と共に,古 字名 「薬師堂」 と呼ばれている所である。南側には,「 阿弥陀堂」 という古字名も残っ

ており,宗 教的な色彩 を強 く感 じさせた場所であった。

第15地 点 神社裏(東)参 道際,中 央道路線東側の場所である。床土下が暗褐色土でありそれ

よりやや黒い黒褐色土が落ちこんでいた。土色の変化以外には遺物 もな く住居趾の覆土 とはやや 異

なった感 じを受ける。

第16地 点 やは り以前神社周辺の構造改善の際に大 きな須恵器 のカメが3点 出土 し,故 藤沢宗

平先生が報告 している(東 筑郡誌上巻)の は神社西側ではな くこの参道西側 と地元の方か ら聞いて

設けた地点である。 この周囲はかな り削平,客 土 した部分があるらしい。上面か ら30cmの所で砂質

の土層となり遺構は検出で きなかったが,灰 粕塊大片,土 師器圷 などが見 え遺物はかなり散布 して

いるようである。

第17地 点 土層柱状図には図示 していない。この地区は桑園時代にやや東に向いた高い地形で

あ り,水 田にす る際に上部を削平 した。その時に大 きな礎石 らしきものや,他 に直刀のようなもの

を見た,と その時の理事長などから聞いた為急拠設けた地点である。西側を坪掘 りすると耕作土下

約20cmの 床土中に遺物が見え,9,10号 住居趾などは上部がほ とん どとばされていた。 この深さか

らしてほ場整備では,こ の辺 りが遺構の最 も破壊される恐れがあり,で きるだけ拡張する事 と決め

た。東側は耕作面から約40cm～50cmで 明褐色土 となる。拡張部分中央は一部礫の露出している所や,

溝の氾濫によるものなのか白灰色の土が まだら状に入 りこみ,か なり遺構検出がむずかしく又時間

的な制約により,サ ブ トレンチを2本 入れて確認にとどめた遺構 もある。

第18地 点 了智上人墓の東にあたる。約60cmで 小礫層 となる。褐色土中より,灰 粕質の陶器片

1点 を得たのみであるが,平 安時代の ものとはやや趣の異なるものであり中世に含まれるものか も

知れない。
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3.ト レンチ(第5・6図)

本遺跡の北に隣接 して古 くか ら条里遺構の存在が知 られている。調査ではこの条里遺構の南限を

確認す るため3本 の トレンチ を入れた。南北 トレンチ1は11地 点 より北へ約150m,東 西 トレンチ1

は17地 点から南北 トレンチ1に かけて約50m,東 西 トレンチIIは 同1の 東方延長上 に位置する14地

点か ら東へ約68mい ずれも幅約1.5mを もって走る。尚南北 トレンチ北側70mに ついてはトレンチ内

に水が入ったため,観 察のみに とどめた。

南北 トレンチ1は 第1層 耕作土,第II層 溶脱土,第V層 褐色土を基本に堆積 してお り,第II層 と

第V層 との間に一部ローム塊混入黒褐色土(第X層)が 挾まれている。東西 トレンチ1で は第V層'

を欠 き第III層明褐色土が最下部に堆積 している。また第1層 上面で検出された新 しい落ち込みには

暗灰褐色土(第XV層)お よび茶褐色土粒混入砂利が堆積 していた。東西 トレンチIIも 基本土層は同

1ト レンチ と変わらないが,一 部最下層に褐色土(第V層)が み られる。南北 トレンチ1・ 東西 ト

レンチ1は それぞれ南西か ら北東へ向けて走 る礫層(第X皿 層)に よって寸断されている。 これ らは

ほ とんど最下層(第III層 または第V層)上 面で確認され比較的薄:い堆積 をみせ るものの,南 北 トレ

ンチ1北 寄 りの礫層は規模が大 きく,同 方向に長 さ20m幅5mを もって第II層 以下 を切 り約1m堆

積 している。礫はすべて流水作用によって形成 された自然礫である。太田守夫氏によると,鎖 川の

流路が一定していなかった当時本遺跡内にもその氾濫が及んでお り,こ の礫層がその証左 となる。

尚,南 北 トレンチ北礫層下部か らは突帯を有す る四耳壺が出土している点か ら,礫 層は中世以前に

形成された と考えられる。

3本 の トレンチ内には5軒 の住居趾 と5ヵ 所の遺構 らしき落ち込みがみ られる。いずれも第II層

上面 または最下層上面で確認され,特 に住居趾の場合覆土下部床面付近で焼土 を検出している。前

述 した南北 トレンチ内の礫層は住居趾 をも破壊 してお り,た めに住居廃絶時は礫層形成時をさらに

遡る。東西 トレンチII中 央やや西寄 りの第III層中で約2.3m幅 の礫群が横断 していた。これらの礫は

人為的に並べ られてお り配石遺構 として捉えられる。

遺物は東西 トレンチ1内 東寄 り住居趾 カマ ド付近 より土師杯 ・小形甕 ・甕 ・須恵甕が比較的纒っ

て出土したほか,各 トレンチか ら土師杯 ・小形甕 ・甕 ・高杯 ・須恵甕 ・四耳壺が出土している。

(高 桑 俊 雄)
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第7図 遺構配置図(1)
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第8図 遺構配置図(2)
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第2節 遺:構

1.住 居 趾

第6号 住居趾(第9・35～37・50図)

17地点の東南隅に位置し,煙 道の一部が建物趾2の 柱穴によって切 られている。本趾は東壁がわ

ずかに張った約7.3×7.5mの 方形プランをもち主軸はN102.Wを 示す。遺構検 出面は暗褐色土ない

し黄褐色土で四方の壁 も同色土であった。床面からほぼ直に立ちあがってお り東,北 壁には焼土 と

炭化 したワラ材 と思われるものが多量に見 られた。覆土はローム塊混入の暗褐色土が主である。住

居趾の中央部では,こ の層の上に青灰褐色土層が堆積 している。 この土層は,大 礫 とかなり新 しい

時期の遺物 を含んでお り,一 部は下層の暗褐色土層や床面 をきっている。この層 と暗褐色土層の境

界はプランでみると入 りくんだ形をしてお り,単 純な自然堆積 とは性格を異にしている。床面は軟

弱で,主 柱穴は4箇 所検出された。それぞれ,P、(82×78×73cm),P,(76×72×78cm),P3(102×90

×83cm),P、(86×80×7gcm)を はかる。 この うち,P、,P、の埋土である暗褐色土層の上面には炭が検

出されている。 また,こ の床はP、の周辺 を除いて,床 の凸凹をならすための厚 さ約5cmの 貼 り床が

み られる。貼 り床の下か らは,主 柱穴以外のピットが検出されている。 また,東 壁北側付近の貼 り

床下からは佐波理鏡が 出土している。粘土製のカマ ドは西壁中央に設けられ,煙 道が約160cm西 へ

のびている。 また,カ マ ドの前面には焼土が多量に検出されている。

遺物は前述の如 く多種に亘っている。 まず覆土上層からは完形 もしくはそれに近い6点 の土師器

杯・碗・灰粕の碗 皿などが多出した・いずれ も青灰褐色の土層中にとどまっている・本趾に関わ

る遺物 としては須恵器類が多くなる。杯,高 杯,腿,圷 蓋等で他にも土師器,杯,甕 等が青灰褐色

に浸 されていない土層,あ るいは壁際床面上 より得 られた。 またP、西方には鉄製品の鍵が1点 折れ

た状態で,P、 北側には天然のベ ンガラ(赤鉄鉱風化堆積物)(1)が床面上に径50cmの 範囲にわたって見

られた。貼床下から出土 した佐波理鏡は直径25cm,深 さ15cm程 のピッ ト中に正位に埋め られていた。

本趾は遺物から見ると奈良時代に属するものと見る。又,上 面から得られた遺物に関わる遺構は確

認す ることはできなかった。(関 沢 聡)

(1)ベ ンガラの判定は森義直氏の分析結果による。

一25一



第17号 住居趾(第10・38・39図)

本趾は11地 点南東隅にある。西壁中央よ りやや南側で土拡16を 切 り,南 西隅 を18号住居趾に切 ら

れている。プランは東西約8.3m,南 北約7.6～8.4mで 東壁がやや短い不整方形 を呈す大形の住居趾で

主軸方向はN88.Eを 示す。黄褐色土中に掘 り込まれてお り,壁 高は東壁 ・南壁が約30cm,西 壁約50

cm,北 壁約40cmを 測る。壁の直下,あ るいはやや内側に巾約24cm,深 さ約20cmの 周溝が全周 して見

られる。床面は黄色粘質土の堅緻な貼 り床で全般的に平坦で良好である。P、～P、6までの計16本 のピ

ットが検出され,こ のうちP、,P、,P3は 主柱穴であり,40～60cm掘 り込んである。p2,P、 は重複 し

た様子が窺えることから建て直 しをした可能 性が考えられる。 また貼 り床の下からはPig～pig,瑞 の

計4本 のピットが検 出され多量の遺物が出土 した。これらのピッ トは住居趾のカマ ド側に集 中して

認め られる。カマ ドは東壁中央に掘 り込まれて構築され煙道は長 く焼土が筒状になっている。先端

には土師器の甕が底部を欠いて逆位に据えられていた。 またカマ ド前部は浅 く掘 り込 まれ焼土が多

量に散布 している。焼土は北東のピッ トが集中 しているところで も多量に散布が認められている。

遺物は覆土の上層から中層にかけてと,貼 り床下のピットから多量に出土しているが床面付近の

出土は少なかった。土器は供膳形態では底部に回転糸切 り痕 を持たない須恵器の杯が 多く,全 面を

磨 いて内面を黒色処理 した土師器 も見られる。他には土師器の甕等がある。西壁南側中位 より,完

形の鉄鍛が出土 した。なおP～。付近には灰色土がシミ状にひろが りその下に水の影響による堆積の茶

褐色 をした鉄分沈澱層が認め られる。水の影響による埋没後18号 住居趾が床 を貼ったと考 える。床

面差は18号 住居趾が5～6cm上 にある。本趾は,供 膳形態において須恵器の杯が多いという組成や,

回転糸切 り痕 を持たない須恵器の杯が多いことから,本 遺跡の中でも古い時期,奈 良時代の遺構 と

考えられ,る。

第18号 住居趾(第11・40・49図)

本趾は,11地 点南東隅にあり17号住居趾 を切 っている。プランは各壁の中央部が:最も張 り出して

お り長軸約4.0～4.8m,短 軸約3.8～4.5mの 隅丸方形を呈 し,主軸方向はN115.Eを 示す。黄褐色土

中に掘 り込 まれ残存壁高は35cm程 であるが南側が約15cmと 浅 くなっている。壁はなだらかで特に北

側で顕著である。床面は黄褐色粘質土の堅緻な貼 り床 でありP、～P4の 主柱穴が認め られた。P、(45

×46×15cm),P2(37×46×18cm),P3(45×47×20cm),P4(35×42×18cm)で あり,浅 いが四隅に整然 と

と設けられている。カマ ドは東側の壁のほぼ中央にある。袖を設けた粘土カマ ドであ りカマ ド前の

床面には遺物がやや多い。 しか し焼土は多 くは認められなかった。

遺物は北西側の覆土上層か ら半分に割れた土製紡錘車の円盤部が出土,西 側の壁際からは砥石が

出土 している。土器は土師器,須 恵器であり灰粕陶器は含まれない。概 して小破片が多い。また赤

榿色の胎土で内面に暗文を持つ特異な土師器が出土している。本趾は,出 土土器か ら平安 中期頃に

位置づけ られるもの と思われる。 、(山 田 真 一)
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第9図 第6号 住居趾
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第10図 ・第17号 住 居 」止
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ICIF柵色土塊を含む暗禍色土

II茶褐色土塊とローム粒を含む

暗禍色土

皿茶禍色土塊と多量のA一ム塊

を含む暗褐色土

Nロ ーム塊を含む暗灰色
V茶 禍色土塊混入青灰褐色土

V【焼土塊混入青灰褐色土

te[炭化物・焼土塊混入黒褐色土

週黄禍色土

M炭 化物、焼土塊

X炭 化物、焼土塊混入黄褐色土

xi複 化物少量混入黄禰色土

瓢 茶柵色土塊混入黄禍色土

第11図 第18号 住居趾
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第1号 住居趾(第12・41・42図)

本趾は,用 地 内北東隅の第12地 点に検出された。西側に2号 住居趾 を切 っており,そ の部分にカ

マ ドを設けている。相互の床面差は約10cmで ある。規模は一辺3.4mで ほぼ正方形フ.ランを呈する。

主軸はN86.Wの 方向を示す。壁の状態は良好で,壁 高は東 ・南 ・北壁 とも約30cm程 あ り床面迄急に

落ち込む。床面は黄褐色土で部分的に固い。カマ ド前も良好にたたきしめられているが周囲よ りも

5～10cm程 度低 くなっている。ピットはカマ ドの左右に2本 ずっ検 出され,規 模は,P、(55×50cm),

P、(50×40cm),P3(60×60cm),P、(60×50cm)で 各々床面から10×15cmと 浅い。P2に は石2個 が入 り

込み,P3・P、 には周辺の床面上に焼土塊が広が り,こ のピット内に落ち込んでいた。カマ ドは西壁

中央部に検出された壁掘 り込みカマ ドであり,焼 土も多くはないが見 られた。

出土遺物は比較的多く,住 居趾北半分,中 でもカマ ドの北側付近に集中してお り,検 出面か ら床

面に亘って一様に見 られた。尚土器には,須 恵器杯,小 形壺,土 師器杯,甕,灰 粕椀等があり,黒

色土器はほとん ど認め られなかった。遺物か らす ると本趾の所属時期は平安末頃であろう。

第2号 住居趾(第12図)

1号 住居趾に東側半分 を切 られている。平面プランは南北で約3.Omを 測 り,1号 住居趾より小

形の方形を呈するものと思われる。残存壁高は10cm～12cm程 であ りあまり高 くはない。壁は黄褐色

を呈する。床面 も同色であ り1号 住居趾のカマ ド周辺付近ではたたきが行 われその部分は良好な状

態である。'傾斜はほとんどなく実に平坦になっている。尚ピットなどは住居趾内外に検出できなか

った。カマ ドはおそらく東壁部分にあった と思われるが1号 住居趾によって切 られてお り不明であ

る。また1号 住居趾が深い為 その痕跡すらも見ることが出来ない。又床面上北壁際に直径20cmの 丸

い平石が置かれていた。

出土遺物は約10点 と少ない。土器は内黒椀を主体 とし,他 に須恵器片がみ られる程度である。灰

粕陶器はほとん ど認め られなかった。 この遺物の少なさは,カ マ ド側 を1号 住居趾に切 られただけ

ではないように思われる。尚本趾の時期は遺物か らして1号 住居吐同様,平 安末に含まれるものと

考える。(三 村 竜 一)
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1噌 褐色土

II黒 掲色土

m焼 土塊、炭化物片混入黒褐色土

N茶 褐色土粒混入黒禍色土

Vロ ーム粒少量混入暗柵色土

Vlロ ーム粒多量混入晴褐色土

Wロ ーム塊混入嫡暢色土

週 固くしまった黒柵色土

x磯(小}貿 晴橘色土

第12図 第1,2号 住 居 吐 土坑17句19
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第14号 住居趾(第13・43・44図)

17地点最北部に位置する。本趾検出時においてすでに多量の土師器片が出土 してお り,覆 土中に

は炭化物の混在がみられた。4.0×3.6mの 隅丸方形プランを呈 し,主 軸はN85.Wを さす。壁は褐

色土で垂直に立上がる。北側で壁高15cmを 測る。床面は直上に薄 く炭化物が堆積 しているがそれ以

下は比較的軟弱である。 ピットは2本 検出されたが,い ずれも柱穴 とは認めがたい。西壁中央部床

面上に焼土があ り,こ の付近にカマ ドが設置されたもの と考える。南西隅のP、(70×85×35cm)か

らは土師器片が比較的多量に出土 しているが,P、 か らは皆無であった。両者の性格は不明である。

遺物は土師杯 ・内黒椀 ・小形甕 ・甕 ・砥石 ・鉄 くぎ等が西壁焼土北側付近 より纒って出土 したほ

か,南 西部隅に据えられていた平石の下より土師杯 ・須恵杯 ・鍔釜 ・骨片が出土 している。遺物 よ

りみて本趾 は平安末期のものであろう。(平 林 彰)

第19号 住居祉(第13・50図)

17地点北東部にあり14号住居趾の西側に当る。土拡10が 南東隅上にあ り本趾 を切 っている。南壁

の東半分は不明瞭であった。平面プランは東西で2.5mを 測 り,小形の不整方形を呈すると思われる。

主軸はN50.Wを 示す。壁高は北側で14cmと 低 く直状 を呈す。壁は黄褐色を呈 し軟弱な状態であり,

床面も同色土で状態は悪 く,柱 穴ピット等は認め られなかった。焼土は北壁中央やや西寄 りに見 ら

れるが,カ マ ドの構造らしきものは見当らない。

出土遺物には土器 ・青銅製品がある。土器では胴部にヘ ラ削 り痕 を残す土師器甕があ り,青 銅製

品では水瓶の口縁部がある。2点 とも床面からわずかに浮いていた。青銅製品は中世の仏器 と見た

いが土器はかな り時期の上 るもの と考える。今後詳細に検討 したい。(三 村 竜 一)
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第13図 第14,19号 住 居 祉 土 拡10
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第5号 住居吐(第14・45図)

11地点の北寄 りにある。溝2が 西側か ら本趾南西部上面を切ってお り,又 建物趾4の 柱穴を本趾

が切 っている。南東側に第21号 住居趾,又 北東隅には土拡9を 検出したが,こ の両者 との切 り合い

関係は不明である。プランは本趾の南東部 を重機で削平 してしまった為,正 確には分 らないが,東

西約3.8m,西 壁の南半分に約25cm程 の張 り出し部 を設けた方形を呈するもの と思われ る。 残存壁

高は,東 ・西 ・南壁 とも10cm程 度 と低 いが,比 較的垂直に近い状態であった。床面は遺物出土状況 と

中央周辺に敷物 らしき若干の炭化した植物片が見 られた為,か ろうじて把握 した というような状態

であり,特 定の固さなどはなかった。ピットは床面下に建物趾4が あるが,本 趾の ものは検 出でき

なかった。又中央北寄 りに焼土を2ヵ 所検出した。移動式のカマ ドの跡であろうか。

出土遺物 は比較的少なく,図 示 したもの以外は小片のみである。本趾北東部に多く見 られほとん

どがほぼ床面上か らの物であった。遺物には土器 と銭があ り土器は土師質土器 と鍔釜がみられるの

みである。銭は開禧通宝 と思われ本趾北東隅に床面か らやや浮き上がった状態で出土した。遺物,

出土銭からして本吐は中世13世 紀以降の時期に属す るものである。(三 村 肇)

第21号 住居趾(第14図)

11地点内の北寄 りに位 置する。建物趾3北 列の柱穴 を本趾南部で切 り,北 の土拡9に は切 られて

いるもの と理解 した。又西側に検出 した5号 住居趾 との切 り合いは不明である。掘 り込みが浅 く西

側床面は検 出できなかった。規模は現状でも南北約3.1mを 測る。おそらく方形を呈 していたものと

思われる。残存壁高は東で10cm程 と低 く褐色 を呈 し軟弱な状態であった。床面 も同色土で非常に軟

弱である。ピットは認め られず焼土 らしきものも見当らなかった。

出土遺物は非常 に少ない。土師質土器が主体でほとんどが覆土中か らのものである。他に管状の

大 きな鉄製品(表9・No.45)が 出土したが,か な り上層か らのものであり本趾の ものとは断定できな

い。土器か ら見て5号 住居趾とほぼ同じ時期に属するものと思われる。(高 桑 俊 雄)
/
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第14図 第5,21号 住 居:吐
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第7号 住居趾(第15・46・49・50図)

8号 住居趾東側にあり,黄 褐色土層に掘 り込 まれている。北側は,15号 住居趾に上面 を切 られて

いる。東西3.2(3.9m),南 北3.7(4.1m)の 隅丸方形であるが,西 南部にゆるやかな斜面の張 り出 し,

北部にも西 と東側壁上に張 り出し面が設けられている。覆土は上面で暗褐色 を呈 しかな り明瞭にわ

かる。土層 はかな り細かに分層できた。上層では遺物は少な く小児頭大の石が密に入っていた部分

がある。中層～下層になると,中 央西寄 りに遺物がかな り狭い範囲で堆積 している。

東には1～3cm大 の小礫がやは り厚 く堆積 し炭化材片が多く見 られるようになる。土層図でみる

とローム ・焼土塊 と炭化物を多量に混入す る黒褐色土 と,ロ ーム,小 礫,炭 化物 を混 じえた黒褐色土

が互層をなし床面 まで続いている。壁は上面が黄褐色土ないし黄色土で中層に至 っては南～東側が

1～5cmの 礫が露出して急に落ち込む。他の2方 は黄色土 を呈 し袋状 となっている。南側 を除 く3

方は床面から検 出面 まで熱を受け赤変し,非 常に固 くなっている。床は,面 積の約半分が焼土,炭

化 した材片と多量の穀類等(1)により覆われていた。 これらの下は礫 とな り固い床面 としては残って

いなかった。 ピットは4本 検出された。床面上の東,南,北 壁中央際,及 び北西隅に位置 している。

この うちP、・P,は穴が土砂で埋まらず,空 間部 を残していた。以上の状況から本趾は火災に遭い消

火の為に多量の土 を中へ投げ入れたもの と理解する。

遺物は若干の土器 と陶器,青 銅製品,銭,鉄 器が主なものである。常滑製の甕は大片に割れて堆

積 していたものである。青銅製品は覆土中層か ら,鎌 は北東隅床面上から出土 している。又銭は1

く

点の出土であった・出土遺物と銭か らllて本趾は西に隣接する8号 住居趾 とほぼ同時期ないし若干

上回る中世の遺構 と考えている。

(1)材 片 は 檜 の樹 皮,

(高 桑 俊 雄)

赤松,ミ ズメ(梓 弓の原木),桜 の樹皮,穀 類は全て大麦との御教示 を森義直氏 より頂い

た 。
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第15図 第7号 住居趾
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第8号 住居趾(第16・47・49・50図)

17地 点中央南側,第7号 住居趾の西1.6mに 位置する。黄褐色土上層において検 出され,覆 土は褐

色土粒少量混入暗褐色土(第1層),炭 化物 ・ローム塊混入青灰褐色土(第III層),炭 化物 ・大ローム

塊多量に含む粘性の青灰褐色土(第VI層)を 基本として互層 をなしている。平面形は4ヵ 所の張 り

出し部 を有する不整隅丸方形で,規 模は南北4.8m× 東西5.3mを 測る。壁は四方 ともロームによっ

て構築 され,北 ・西壁は緩やかに東 ・南壁はほぼ垂直にお よそ60cm立 ち上がる。北壁中央やや東寄

り・西壁北隅付近 ・南西隅 ・南東隅の4ヵ 所で階段上の張 り出 しを検出している。特に南東隅のそ

れは張 り出 し面が広 く床面に向って緩やかな傾斜がみられたため出入口部ではないか と考えられる。

他の3ヵ 所については性格がわか らない。床面はロームにより非常に堅 く踏み締められてお り,中

央部がやや 凹み四方の壁に向ってなだらかに上がる。小礫が床面上に散在 していたほかは,焼 土痕

等はほとん ど確認できなかった。 ピットは3本 検出されている。P、(40×33,×40cm)・P3(35×28,

×30cm)は 柱穴 と考えられる。P、(45×40,×30cm)は 住居内の位置に問題は残 るがいちお う柱穴 と

しておきたい。P、一3とも埋土はローム塊混入黄褐色土である。

遺物は,覆 土第1層 か ら第IV層 にかけて6枚 の北宋銭が出土 している。第III層か らは佐波理小鏡,

六器 とみられる青銅製品が出土 している。床面上および第VI層 中か らは4片 に割れた瀬戸灰粕平±宛

や 多量の鉄製品がみられた。 このほか須恵器 ・土師器の小片が若干出土しているが本趾の遺物 とし

てはふさわ しくない。銭 ・陶器等 より本趾の時期は室町中頃(15C)と 考えている。(1)

(平 林 彰)

(1)愛 知県陶磁資料館学芸員赤羽一郎氏の御教示による。
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第16図 第8号 住居趾
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第3号 住居趾(第17図)

11地点の西寄 りにある。規模は南北3.2m,東 西2.gmで 小形の方形 を呈 し,主 軸はN99.Eを 示

す。壁高は検出面より15～20cm程 と余 り深 くはない。壁は黄褐色土であ り床面 までほ とんど垂直に

落ちている。床 も同色土で中央部では非常に固いたたきが見られその部分は良好 な状態であるが,

周囲は軟弱であ り散布する炭化物の薄い層により床面を確認した。傾斜はほとんどないが部分的に

起伏が激 しい。 ピッ ト等は,精 査 したのであるが検 出で きなかった。カマ ドは東壁中央に位置する

壁掘 り込みカマ ドであり,左 右に袖 を設けている。 カマ ドの前面には炭化物を含む焼土が床面上に

検出された。

出土遺物は少なく覆土中に少量認め られるのみであり,床 面に至ってはほ とんどない。時期的に

は,本 趾は北に検出した4号 住居趾 とほぼ同じ奈良時代の ものと思われる。

第4号 住居趾(第17図)

11地点にあ りカマ ドの煙道部分が建物趾3の 柱穴2本 を切っている。約4.1mの 比麟的角の張った

正方形プランを呈す。主軸方向はN88.Eを 示す。壁高は検出面南で31cm程 で床面に垂直に落 ちこ

んでお り壁の状態は固 く良好である。床面は全面にたたきが施 されてお り今回検出した住居趾のう

ちで最 も固い状態であった。 ピットは6本 検出された。P、(46×46×18cm),P2(30×28×12cm),P3

(44×42×18cm)は いずれも円形で4隅 に位置す る。 これが主柱穴と思われるがさほど深 くはない。

他の円形 ピットも同様である。カマ ドは東壁中央やや南寄 りに設けられた壁掘 り込みカマ ドで比較

的長い煙道 を持っ。手前側には方形のP、(66×60×36cm)が あり,内 側に焼土塊がかな り落ち込んで

いた。又その北側には壁上部に浅い張 り出 し部があ り,そ の前の床面上にはかな り広範囲に焼土が

散布 していた。

遺物は覆土中か ら若干見られるのみで須恵器圷,甕 が中心である。時期は奈良時代に属する。

(山 下 泰 永)
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第17図 第3,4号 住 居 趾
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第22号 住居趾(第18図)

11地点南西部に位置し,第23号 住居趾西半 を切 り南部 を溝3に よって切 られている。黄褐色土層

中で検出され覆土は1層 黒褐色土II層 暗褐色土である。プランは東西3.85mの 隅丸方形 を呈 し,主

軸はN82.Wを 示す。壁は東側ではかろうじて把握 したが,壁 高は30cmを 測る。床面は掘 り方後の

敲き締めが弱かったためやや起状があるとともに,全 体的に南へ向かって傾斜 している。 ピッ トは

2本 検 出されているが本趾に確実に帰属するものか どうか不明である。西壁中央部で6個 の袖石に

よって構築 されたカマ ドを検出する。焚き口にはローム塊 ・焼土 ・炭が混在 した黒褐色土が堆積 し

てお り,比 較的短い煙道に も焼土塊混入の暗褐色土が詰っている。焚 き口中央部には支脚石が残存

していた。規模の大 きいP,は 床面直下で検出 し,本 趾建築以前に設けられた ものである。

遺物は須恵 ・土師の杯類中心に出土している。特にカマ ド付近では土師甕が集中 していた。遺物

からすると,切 り合っている23号住居趾 とほぼ同時期の ものと考える。

第23号 住居趾(第18図)

11地点南西部に位置している。住居西半は第22号 住居趾に南半は溝3に よってそれ ぞれ切 られて

いる。黄褐色土中で検出され覆土は黒褐色土である。住居の大半が破壊されているが,東 西約8.3m

の隅丸方形プランを呈すると思われる。主軸はN85.Eを さす。壁は西側および北側において残存

良好で約35cmほ ぼ垂直に立上がる。壁内側には幅約30cmの 浅い周溝が廻る。床は平坦で黄褐色土上

に一部貼 り床がみ られ堅緻な面 を残す。ピッ トは2本 検出され,P、(推 定径50cm)・P4(40×40cm)と

もに柱穴 と考えたい。北壁中央部および東壁北東隅寄 りの床面上で焼土を検出した。本遺跡で検出

されたカマ ドは東壁 もしくは西壁に構築されているため,本 趾の場合も東壁に位置 したと考 えたい。

東側の張 り出しは,本 趾床面より10cm高 く黄褐色の軟弱な床面 をもっていた。本趾 と関わ りのない

別の遺構が存在 したと思われるが,そ の性格 は不明である。

遺物は須恵 ・土師の杯類が出土 している。遺物から本趾は奈良時代のもの と思われる。

(平 林 彰)
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第18図 第22,23号 住 居 趾
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第24号 住居趾(第19図)

14地点に位置する。黄褐色土上層で検 出され,炭 化物が混在する暗褐色の覆土上層か らは比較的

多量の遺物が出土 している。又覆土南部か らは集石1・ 墓祉3が 検出された。本趾は南西部で溝4

東部で溝5に 切 られてお り,北 西隅は中央道の側道にかかる。8×9mの 隅丸方形プランは本遺跡

にあって最大規模を呈 し,主 軸はN57.Eを さす。壁は北側で締 りがよく約15cmほ ぼ垂直に立ち上

が り南側で約30cmを 測る。床面は任意に掘 り込んだ後凹部 をローム塊でつき固め貼 り床 を形成 して

いるため,比 較的良好な所がめだつ。 カマ ドは東壁中央部に掘 り込まれ煙道は狭 く長い。カマ ド前

床面上には焼土の集中がみられる。北西部壁に設けられた張出しは,本 趾に伴 うものであろうがそ

の性格 は不明である。なお本趾は時間の関係上柱穴検出以上の調査は行わなかった。

遺物は須恵器を中心 とし,か なり多い。ほとんどが覆土上層～下層のものであり,遺 物 より見る

と,奈 良時代に比定 される。

第9号 住居趾(第20図)

17地点の西隅にある。溝1が 本吐南側を西か ら東へ切 っている。検出面は水田床土の直下であ り,

覆土は非常に浅 く,中 でも北側では水田耕作が床面まで達 していた。約5.Omの 隅丸正方形プランを

呈 していたと推定され,主 軸はN86.Wを 示す。壁は北～西部にかけて破壊 されているが,東 ～南

部では約8cmほ ぼ垂直に立ち上がる。東壁北隅寄 りに焼土 を伴 う小規模な張 り出し部がある。床面

は平坦ながら非常に軟弱なため残存状態は極めて悪い。ピットは12本 検出された。柱穴はその配置

を考慮 した場合P9(29×29,22cm)P、 。(26×30)P、 、(38×30,18cm)P、1(32×33cm)が 該当しよう。

P、(55×74,28cm)P2(45×86,30cm)P8(39×50,18cm)に もその可能1生がある。少量の焼土が

西壁寄 り中央付近に見られる。おそらく西壁中央にカマ ドが構築 されたものと考 える。

遺物は須恵器杯を主体 として土師器杯 ・甕が,P、.,一,お よび床面上 より出土 している。 この遺物

か らす ると本趾は平安中期に属する。(平 林 彰)
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第19図 第24号 住居吐
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1暗褐色土

IIローム粒混入暗褐色土

皿ローム塊混入暗褐色土

Nロ ーム塊・焼土・炭化物混入

暗褐色土

V粘性の磧黄褐色土

V【ローム塊・褐色土粒・砂利混
入暗褐色土

W焼 土・焼土塊・粘土塊混入
黒褐色土

V皿砂貿の漏褐色土

第20図 第9号 住居:趾
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第21図 第10号 住居吐

第10号 住居祉(第21図)

第17地 点の北西部に位置する。水田の鉄分沈澱層である床土中か ら遺物の散布がみられ,慎 重に

検出をすすめた。検出面は水田床土の真下である。覆土は非常に浅 く,か ろうじてプランを把えた。

本趾西南隅には畑地の時の大きな穴があ り撹乱部 とした。規模は東西3.Om,南 北3.2mを 測 り,方

形 を呈する。主軸方向はN97.Eを 示す。壁は黄色土であ り,壁 高は2～4cmと かな り低 い。床面

も同色で固 くはなっているが,表 土剥 ぎの際の重機の圧削の影響を受けている為正確にはわか らな

い。 ピット等の室内施設は検出できなかった。

カマ ドは,東 壁中央やや北寄 りに設けられた粘土カマ ドであろう。上部 を削平 しているので詳細

には分 らない。 またカマ ド周辺の床面上,及 びカマ ド外際に焼土が散布 していた。

出土遺物は,灰 粕椀 土師椀がほとん どである。上記の状況から床面に密着 していたような遺物

のみが本趾には多い。又覆土の浅い割には比較的多い量であった。土器か ら見ると本趾の所属時期

は,平 安末に比定することができる。(高 桑 俊 雄)
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第22図 第15号 住居吐 土拡1

第15号 住居吐(第22図)

17地点中央やや南寄 りに位置する。南東部 を7号 住居趾に切 られ,又 中央やや南寄 りには土拡1

が存在 した。規模は東西約3.3m,南 北2.7mを 測 り長方形 を呈 している。北東隅に幅約85cm,奥 行

50cmの 方形の張 り出し部を設けている。残存壁高は西10cm,東5cm程 で非常に低いが急に落ち込ん

でいる。壁は黄色土を呈する。床面 も同色で固 く良好である。東側はわずかに低 く緩やかな傾斜が

みられる。ピット等は認め られなかった。覆土中には平石を中心 として,か なり多量の大型の石が

みられほとんどが床面に接 していた。

遺物は非常に多く,土 師器圷 ・椀 ・甕など約20個 体 を数 えた。これらは住居趾の東部に多く,多数

が大型の石の下でつぶれて出土 した。他には紡錘形の土錘が東側床面上から出土 している。焼土は

検出されなかったが,遺 物が住居趾内東側に集中してお りカマ ドは東壁にあったものと推定す る。

なおこの場合主軸はN93.Eを 示す。遺物か らす ると,本 趾は平安末期のもの と考える。

(山 下 泰 永)
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第16号 住居趾(第23・49図)

17地点,15号 住居趾西側に位置す る。本趾西側は20号 住居趾に,又 南東部には土拡2が それぞれ

本趾 を切 っている。黄褐色土中に検出できた。覆土は暗褐色土である。規模は南北約4.8mを 測 り,

東西は4.5～5.Omに なるものと予想す る。不整方形 を呈し,北 東隅には床面よりやや高い張出部が

設けられている。又,南 壁西側には80×80cm程 の方形の入 り込み部がある。残存壁高は南 ・北で約

10cm程 と低 く軟弱であった。床面はやや黄色を呈 し,中 央部にはタタキが施 され,非 常に固い。又

焼土が狭い範囲に認め られ,そ の東には炭化物が拡がっている。西側床面上には平石が乗っている。

ピッ トは東側に25×25cmのP1,P22本 が並んで検出されたが どちらも5cm(P、),10cm(P2)と 浅 く

柱穴 としては不適当である。

出土遺物は比較的少ない。灰粕椀 を主体 として,土 師杯,椀 等がみ られる。遺物は炭化物の存在

した周辺と石の周囲,及 びP3か らのものがほ とんどであった。遺物 より見て本趾は平安末期の もの

としたい。

第20号 住居趾(第23・49図)

17地 点の8号 住居趾北側に位置 し,16号 住居趾を東側で切っている。規模は,東 西約2.0な いし

2.8m,南 北約5.Omで,隅 丸方形と隅の張った長方形を重ねた様な形である。検出面は黄褐色土であ

った。内部は段状 を呈 し,西 の張 り出した部分から北半部分,南 半部分へ と3段 階に低 くなってい

く。 壁高は北で30cm,南 では90cm程 を測る。南側の深い部分は黄褐色土層～砂質土層直上 まで掘 り

込まれ,壁 はやや袋状 を呈 し急に落ち込んでいる。床面は軟弱で炭が広い範囲に散布 してみ られた。

北側の部分では,壁 は黄色土でほぼ直に落ち込み,床 面は砂質の土 となり南側同様に軟弱である。

なおピッ ト等は検出されなかった。

遺物は少ない。南側の深い部分のIV～VI層 に亘 り5枚 の銭が出土 している。土器は土師質土器や

須恵器の小片が認められたのみである。本趾は特異な形が特徴的であ り,特 に南側と北側のレベル

差が60cm程 もある。 この北側の浅部は7,8号 住居趾に見られるような張 り出し部分 とはやや形状

が異なる。銭の出土より中世 の住居趾と考えている。(三 村 竜一)
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第23図 第16,20号 住 居 趾 .、土拡:2
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第25号 住尉(第24図)第24図 第25号 住胱

15地点に検出された。暗褐色土中に掘 り込 まれており,覆 土はそれよ りもやや黒いが遺物はほと

んど含まれていない。覆土下層中に若干の砂利及び砂質の土 を含んでおり遺構の東半分 を検出した

ところで拡張 を中止 した。規模は南北で約2.5mを 測るが全体 を検 出していないので詳細は明らか

ではない。恐 らく長方形を呈す るものと思われる。 また北東隅に突出部を設けている。壁は床面か

ら70～80cmと かな り高い。壁の傾斜は急に落 ち込み突出部では段 を作 り出している。床面は均一な

砂層 となる直上を把えたが極めて悪い状態であった。尚ピットなどは検出されなかった。焼土が突

出部中段上に見られるがカマ ドとしての施設は整っていない。

出土遺物は非常iこ少なく,プ ラン検 出時か ら床面までに得 られたものは指頭大の土器片3点 のみ

であ り,時 期は不 明である。上記の結果よりみて本趾は住居趾よ り土拡 とするのが妥当か も知れな

い。(高 桑 俊 雄)
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第25図 建物吐3
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第26図 建物趾3変 遷図
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2.建 物 趾

建 物 趾3(第25・26・48図)

建 物 趾3は11地 点 の東 側17号 住 居 趾 北 側 に位 置 して お り,黄 褐 色 土 面 で検 出 さ れ た 。 ピ ッ トの切

り合 い が 多 く,本 来 何 本 あ っ たの か は 定 か で は な い が,計35箇 所 の ピ ッ ト底 面 が 確 認 で き た。 この

建 物 趾 は3期 に 分 け る こ とが で き る(第26図)。1期 はP3、,,9,、2,、?一 、9,23,29,34,36及 びIII期 の 建 物

趾 を構 築 す る際,P2、 に よ っ て 消 失 した と考 え られ る1本 を加 え て 計12本 に よ り構 成 さ れ て い よ う。

計 測値 は 表1・2を 参 照 され た い。II期 はP、,7,、2,、7,、8,、9,、,,27,、 。,32及 びIII期 のP、,33に よっ

て 消失 した と推 定 さ れ る2本 の ピ ッ トを加 えて 計12本 に よ り成 る。 この 場 合P、2,、7一、gは1期 の もの

をそ の ま ま使 用 し,梁 行 は 変 わ らず,北 側 に90cm程 拡 張 した よ うな 形 で あ る。III期 はP、,、,6,8,、 、,

、3一、6,2。一、、,24,26,28,3。,3、,33の 計18本 で あ るが,II期 で 使 用 したP3。 は そ の ま ま使 用 し,棟 の 東

が50cm,南 が100cm程 小 規 模 化 して い るが,新 たに 南 に180cmの 庇 を設 け た と思 われ る。

1期 か らIII期 に か け て,棟 の 主 軸 はN3.E,N5.Eと 変 わ っ て い な い が,II期 に 棟 が や や 大

き くな り,III期 に な る。 また棟 自体 は小 さ くな るが,桁 行 の 間 数 が1間 ふ え る。 ピ ッ トは い ず れ も

ロー ム層 ま で掘 り込 ま れ て い るが,そ の深 さ は確 実 な もの で1期51～79cm,II期32～83cm,III期31

～127cmで
,III期 の 庇 用 の 浅 くな っ て い る ピ ッ トを除 け ば,III期 に移行 す るに 従 っ て深 く しっ か り と

構 築 して い る よ うで あ る。尚,P6(III)がP5(1)を,P2、(III)がP、8(1)を,P2、(III)がP23(1)

を,P28(III)がP、,(II)を,P、 。(II・III)がP2g(1)を 切 っ て い る事 が プ ラ ン確 認 の段 階 及 び セ ク

シ ョ ン で確 認 され て い る。

又P、9とP22の 間 に も う1本 の ピ ッ トを想 定 しP、。と対 応 させ た場 合,1期 かII期 の建 物 趾 に庇 が

設 け られ て い た 可 能 性 が あ る こ とを念 頭 に 入 れ て お き た い。

本 遺 構 出 土 の 遺 物 は,土 師 器 の 圷 がP3か ら3点(4～6),P29,3。 か ら1点 ずつ(3・7),須 恵

蓋 がP7,、 。か ら1点 ず っ(1・2),須 恵器 の杯 がP3,、6,,。,33か らそ れ ぞれ1点(8・9・10・11)

出土 して い る。

1～III期 の 建 物 趾 は 同 じピ ッ トを使 用 して い るこ とに よ り,継 続 して 構 築 さ れ た と思 わ れ るが,

III期の もの が4号 住 居 趾 に よ り切 られ て い るの で こ れ よ り も古 い。 遺 物 か らみ る とそ れ 程 の 時期 差.

は な い。4号 住 居 吐 に先 行 し,17号 住 居 趾 と併 行 す る もの で あ ろ う。
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表1建 物 趾31～III期 一 覧表

規 模 桁 行 梁 行 柱 間 寸 法(m)

平 面 形 主軸方位 ピ ッ ト

(間) (m) (m) 桁 梁

3.5.9.12.17-19.23

1期 長 方 形 3×3 N-3ｰ一E 6.6 5.2 2.1-V2.3 1.7一 一1.8 29.34.35

計11本

2.7.12.1719.25.27

II期 長 方 形 3×3 N-3ｰ一E 7.6 5.2 2.4-2.8 1.7-1.8 30.32

計10本

長 方 形 6.5

1'4●6'8●11●13～16
.'

III期 4×3 N-5ｰ一E 4.8 1.51.8 1.61.7 20一 一22.24.26.28.30.31

(庇 有) 庇1.8
33計18本

表2建 物趾3ピ ット計測表

Pit

No.
平 面 形

規 模(cm)

(長軸×短輸

深 さ

(cm)

時 期 切 合 関 係

Pit

No.

平 面 形

規 模(cm)

(長軸 ×短軸)

深 さ

(cm)

時 期 切 合 関 係

1 長 方 形? 89x? 74 III
21号住居趾に上部

切られる 19 一 73X? 76 III

2 11 一 80 II 20 不整長方形 89×68 77 III

3 11 68x? 79 1 21 11 53x? 38 III P18を 切る

4 円 形 径113 88 III 22 円 形 115×107 93 III

5 長 方 形?
一 61 1 P6に 切られる 23

、

・不整円形

」

、

103×93

」

69 1 P24に 切 られる

6 帆 立 貝形 径89 86 III P5を 切 る 24 83 III P23を 切る

7 一 一 32 II 25 83 II 4号住居趾に切られる

8 円 形? 径99 127 III 26 円 形 103x? 118 m 4号住居趾に切られる

9 一 一 51 1 27 一 77x? 49 II P28に 切られる

10 楕 円形? 56x? 76 28 不整長方形 97x? 70 III P27を 切る

11 不整方形? 73X? 72 III 29 円 形 径69 50 1 P30に 切 られる

12 楕 円 形 54X? 40 1・II 30 不 整方形 98×85 90 II・III P29を 切 る

13 五 角 形 123×107 74 III 庇 31 一

108×97

61 m

21号住居趾に
〉

上部切られる

14 ii 101x78 32 III 庇 32 一
31と近似 II

15 不整五角形 106×87 25 III 庇 33 楕 円形? 77x? 56 III

16 楕 円 形 115×103 70 III 庇 34 円 形 66×62 58 1

17 円 形 57x56 38 III 35 円 形? 64X? 35 1

18 楕 円 形 64x55 45 1・II P21に 切 られる
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建 物 」止4(第27・28・48図)

本 遺 構 は11地 点 の 北 隅 に 位 置 して お り,黄 褐 色 土 面 に お い て 検 出 され た。 南 側 に は5号 住 居 趾 と

9号 土 拡 が あ る。 三 方 は 時 間 の 為 検 出 を 拡 張 しな か っ た。 ピ ッ トは計33本 確 認 され たが,う ちP15

とP32は 都 合 上 プ ラ ン確 認 の み に 留 め た。p、3,、7,22に は ピ ッ ト底 面 が 円形 に 灰 褐 色 土 化 し た 明 瞭 な

柱 痕 が あ り,P3,7,g,1。,13,、7,2。,23,25,28,3。 に も底 面 に 痕 跡 が み られ た。

ピ ッ トの対 応 関 係 は5通 り考 、え られ る。1つ はP5+g(a)で,そ れ をP、+6+1。 一、6一、8-22-27-3。

(c)が 切 っ て い る。cは 唯.__.物 吐 の 規 模 が 分 か る もの で,東 西,南 北 それ ぞ れ3間 の5.7m,(柱

間 寸 法1.8～2.Om)で 方 形 プ ラ ン を呈 す 。 こ の場 合,南 に位 置 す る建 物 趾3と の 関 連 性 が み つ か ら

な い の で,お そ ら く5号 住 居 趾 と土 拡9の た め 消 失 して し ま っ た2本 の ピ ッ トが あ っ た もの と思 わ

れ る。 こ のcはP、9-2、 一25の 柱 列(b)を 切 り,P2。 一23-28-3、(d)に 切 られ る。bは3本 の ピ ッ トよ りな

るが 北 及 び 東 に 続 くもの と思 わ れ る。dも 南 方 に 対 応 す る ピ ッ トが 存 在 しな いの でb同 様 北 及 び 東

に 続 くもの と考 え る。

次 にP、2一、5-17-24(e)が 想 定 され る が プ ラ ン確 認 の段 階 で 覆 土上 層 に お い てP24がP、 、を切 っ て い

るの でdよ り新 しい。eは 深 さが10～26cmと 浅 い た め,P、5の 南 に続 くピ ッ トが 土 拡9の 中 に 消 失

して し ま っ た と思 われ る。 この よ うに み る と,aとbの 新 旧関 係 は不 明 で あ るが,そ れ 以 後c→d

→eの 順 に 構 築 され た こ とが わ か る。 これ ら は,主 軸 及 び 柱 列 の方 位 が 北 か ら大 き くそ れ る こ と な

く柱 間 寸 法 もbの1.6mと や や 小 さめ に な るの を除 け ば1.8～2.Omと ほ ぼ一 定 して い る。

この 他 に確 認 され た ピ ッ トが9本 程 あ るが,P3とP、3が 対 応 し東 及 び 南 方 に 続 く可能 性 が あ る。

そ れ 以 外 は不 明 で あ る。

本 遺;構出 土 の 遺 物 は,須 恵器 の 蓋1点,士 不2点 で あ る。(12～14)

こ れ らの 建 物 趾 は 継 続 して構 築 され た よ うで あ り,そ の 時 期 は 中世 と思 わ れ る5号 住 居 吐 と土 拡9

よ り古 い。 お そ ら く,建 物 趾3と そ れ 程 隔 らな い 奈 良 時 代 か ら平安 時 代 初 頭 に か け て の もの で あ ろ

う。(吉 田 浩 明)

一60一



第27図 建物壮4
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第28図 建物吐4変 遷図

表3建 物 趾4a～e一 覧 表

平 面 形
規 模

(間)

主軸あるいは

柱 列 方 向

長 さ

(柱間:m)

柱 間 寸 法

(m)
ピ ッ ト 数

a ? 現存2間 N-6ｰ一E 3.8 1.9 5・7・9言 十3本

b ? 〃2間 N-7ｰ一E 3.3 1.6 19・21・25計3本

C 方 形? 〃3×3間 N-4ｰ一E
南北5.7

東 西5.7
1.8一 一2.0

1.4.6.8.10.16

18・22・27・30言 十10本

d ? 〃
,3問 N-4ｰ一E 5.7 1.8一 一1.9 20・23・28・31計4本

e ? "2×1間 N-13。 一W
南 北2.0

東 西3.6
1.8一 一2.0 12・15・17・24言 十4本
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表4建 物趾4ピ ッ ト計測表

Pit

No. 平 面 形
規模(cm)

(長軸 ×短軸)
深 さ(cm) 所属 切 合 関 係

1 卵 形 80×60 36 C

2 楕 円 形? 82X(63) 55 一 P1に 切 られる

3 不 整 円 形 72x68 45 一
P4・5を 切 る

4 楕 円 形? 51X? 22 C P3に 切 られる

5 楕 円 形? (60}X(47) 22 a P3に 切 られる

6 楕 円 形 (56)x50 22 C P7に 切 られる

7 円 形 76×72 32 a P6を 切 る

8 楕 円 形 (63)X56 10 C P9に 切 られる

9 不 整 円 形 67x63 38 a P8を 切 る

10 楕 円 形 81×63 55 C

11 不 整 形 53×44 11 一

12 不整長方形? 64X? 10 e P13に 切 られる

13 長 方 形 52×35 59 一 P12を 切 る

14 長 方 形 96×71 39 一

15 円 ・楕 円形?
一 一 e プラン確 認のみ 土 拡9に 切 られ る

16 円 形 97×91 53 C

17 か ぎ 形 73×65 26 e

18 一 一 一 C

19 円 形? 65x? 一 b

20 円 形? 67x? 56 d

21 円 形? 76x(60) 31 b P22に 切 られる

22 不 整 円 形 54×50 25 C P21・23を 切 る

23 円 形 75x69 56 d P22に 切 られる

24 か ま ぼ こ 形 40×38 15 e

25 円 形? 一 22 b

26 一 一 26 一

27 楕 円 形 77x(46) 2? C P28に 切 られ る

28 円 形 54×52 36 d P27を 切 る

29 不 整 長 方形 84x65 18
一 P31に 切 られ る

30 楕 円 形? 61X(39) 16 C P31に 切 られ る

31
'楕 円 形

一 67 d P29・30を 切 る

32 円 形 96X(86)
一 一 プラン確 認のみP29に 切 られ る

33 長 方 形? 73x? 67 一
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建物趾1(第29図)

17地点の溝1北 側土拡11～14の 南側に検 出された1間 ×1間 の建物趾である。個々の柱穴は円形

ないし楕円形の大型の不整形を呈する。深さは15～35cmと まちまちで大きさの割に深さがない。内

部構造は片側へ寄 った二段底を呈す るものが 多い。土層 を観察しても柱痕は見 られなかった。柱間

は南北で290～310cm,東 西で約290cmで,南 にある溝1ま での距離は約60cmと 溝 を意識 していたのか

もしれない。なお遺物は小片のみであった。

建物趾2(第30図)

第17地 点,南 東隅に検出された。 ここは第6号 住居趾の西側 にあた り住居趾の煙道の一部 を本趾

P、が切っている。又この周辺に土拡3～7が あ り本趾のP、が土拡3に,又P3が 土拡4に それぞれ切

られている。なおこれらの土拡は土色が同 じで皆一層のみとなっており,建 物趾 と明らかに異なる

ため西のP、,P,も 含めて本吐は8本 の組み合わせ として把えたのである。個々の柱穴はほ とんど円

形を呈 し最大のもので90×85cmを 測る。深さはP、で25cm程 であ り他は建物趾1と 同様に皆比較的浅

い事がわか る。又上面,断 面においても柱痕跡は見ることができなかった。本趾南側へは時間的制

約の為調査範囲を拡張 しなかったので建物の全容は分か らないが,恐 らく東列を欠 く2間 ×3間 で

棟に平行す る庇 を設けるもの と考えている。なおその場合の棟方向はN20.Wを 示す。

(高 桑 俊 雄)
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第29図 建物証1
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第30図 建物趾2土 拡3～7
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3.土 拡(第12・13・22・23・30～32図)

11地 点 か ら4基 ・12地 点 か ら3基,17地 点 か ら12基 の 計19基 の土 拡 が 検 出 され た。 但 し,土 拡11

～14は 平 面 形 が 不 整 形 な うえ底 面 が い くつ か確 認 さ れ た の で い ず れ も2 ～4っ の 土 拡 の 重 複 が あ

る と思 わ れ る・ それ ら を除 く と平 面 形 は 円形,楕 円 形,長 方 形 ま た は そ れ に 近 い もの が ほ とん どで

あ る・ た だ・ 土 拡9は 他 と異 な り262×248c叩 と大 形 で,す り鉢 状 を 呈 して い る。 土 拡5の 底 面

東 側 に15cmの ピ ッ ト状 の 落 ち込 み が あ る。

遺 物 に は時 期 ・ 性 格 を 明 らか に す る よ うな もの は 見 当 らな い。 土 拡7・9～11か ら小 石 及 び 礫

が 出 土 して い る・(吉 田 浩 明)

表5土 拡 一 覧 表

No. 平 面 形
規模(cm)

(長軸 ×短軸)
深 さ(cm) 断面形 備 考

1 隅丸長方形 116×103 28 逆 台 形 15号 住居趾 を切 る。 東側に鍵状の貼 出部 あるが浅い。

2 長 方 形 174×141 14 逆 台 形 16号 住居趾を切 る。

3 不整楕円形 123×103 8 逆 台 形 建物趾2のP、 に切 られ る。

4 不整長方形 116×101 42 逆 台 形 土拡5に 切 られ る。

5 楕 円 形 61×53 16 逆 台 形 土拡4を 切 る。底面東側に15cmの 落 ち込み ある。

6 隅 丸 方 形 89×86 61 逆 台 形

7 長 方 形 126×78 34 逆 台 形 石出土

8 長 方 形 165×86 42 逆 台 形 底 面南 側にわずかな段 を有 す。

9 不 整 方 形 262×248 63 す り鉢形 建;物 趾4P、5を 切 る。 礫 出 土 。

10 楕 円 形 59×41 30 逆 台 形 19号 住居趾 を切 る。 礫出土。

11 不 整 形 222×195 16 皿 形 土拡12を 切 る。底 面にわずかに段 を有す。 礫出土

12 不 整 形 245×224 36 逆 台 形 土 拡11に 切 られ る。 底面2つ 存在

13 不 整,形 253×240 18 皿 形 底面2つ 存在

14 不 整 形 253×196 37 逆 台 形 底面4つ 存在

15 円 形 50×50 26 逆 台 形

16 円 形 63X(65) 一 一 17号 住 居 趾 に切 られ る

17 楕 円 形 52×44 14 逆 台 形 18号 住 居 趾 を切 る

18 楕 円 形 (68)X52 19 逆 台 形 17号 住 居 趾 に切 られ る

19 不整長方形 66×49 16 逆 台 形
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第31図 土 拡11～14
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第32図 溝2土 砿8,9,15,16
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第33図 溝1
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4.溝

溝1(第33図)

第17地 点のほぼ中央を東西へはしる幅1.3～1.8m,長 さ約40mを 検出 したが,第9号 住居趾以西

は確認できなかった。溝底レベルより西か ら東へ流れていたと考えられる。平安時代中期の第9号

住居趾をきって東流するこの溝は,建 物趾1の 東3.3mの ところで分流する。ひとつは,幅 を広げ北

へ流れをかえたのち再び東流 し,も うひとつは0.4～0.6mと 幅をせばめるがそのまま直流する。ふ

たつに分れた溝はほぼ平行 して東へのびるが,東 端は自然堆積の礫の露出のため追求できなかった。

溝は断面U字 形で,溝 底はB,C点 で見ると鉄分沈澱による非常に固い赤褐色土である。溝内に

は,一 部で溝底に礫が堆積 していたが,砂 質土層が堆積 し,そ の上層に鉄分を含む茶褐色土粒混入

灰褐色土層があるのが基本である。出土遺物には,陶 器,灰 粕陶器がある。

溝2(第32図)

第11地 点北側で検出された,東 西にのびていたと思われ る,幅0.9～1.Om,長 さ3.2mの 溝であ

る。この溝は,中世 に属する第5号 住居趾をきっているが,住居趾のなかほど以西は重機による削平

のため検出できなかった。溝は幅広のU字 形 を呈し,溝 底の幅は約70cmで ある。溝は西か ら東へ流

れていたようであるO溝 内には青灰褐色土が堆積 していたが分層はできなかった。

溝3(第18図)

第11地 点の南端にある。若干北にふるがほぼ東西にのびる長 さ8.45mを 検出した。発掘区の南端

で溝の北側だけ検出されたため,溝 の中ほ どを1ヵ 所,南 へ拡張 したが,溝 の南側は検 出で きなか

った。そのため,溝 の幅は不明である。またこの溝は,奈 良時代に属すると思われる第22・23号 住

居趾をきっている。

拡張区の南端においても溝底はさらに南へ もぐりこんでおり,溝 の全体の形状はわか らない。溝

には灰色の砂層が堆積 し,下 部では小礫を混入 しているが,新 しい堆積のようである。溝は,溝2

と同様に西か ら東へ流れていたと思われる。出土遺物には須恵器,灰 粕陶器がある。

溝4(第19・49図)

第14地 点の南端 をほぼ西北西一東南東へはしる溝である。当初,発 掘区の南端で溝の北側 しか確

認で きなかったので,東 側を一部拡張 した。溝の南半 を確認 した結果,幅2.3m,長 さ11.8mを 検

出で き,西 から東へ流れていた溝 と判明した。この溝は,奈 良時代に属する第24号住居趾及び集石

1を きってお り,中 世の遺構 と考えられる墓趾2・3に よっできられていた。
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溝は,南 側が,遺 構検出面か ら26cm下 で一度,40cm幅 の平坦面 をなしたのち,急 角度で溝底に落

ちこみ,段 をな している。溝底は幅約90cmで 平坦であり,北 側は段 をなすことな くたちあがってい

る。遺構検出面か ら溝底迄は94cmを はかるが,溝 内は2層 に分層できるのみであった。 また,セ ク

ションにはかかってないが,下 層の砂質の青灰褐色土層の上部で大 きな角礫の混入がみられる部分

がある。この角礫は,溝 の埋没過程で人為的に投入された可能性がつよい。

出土遺物は,溝 底か ら1ヵ 所にまとまって出土した宋銭3枚 がある。一枚は煕寧元宝であり,他

の2枚 は重なった状態で出土 しているが,銭 名は判読で きなかった。このほかに土師器 ・須恵器小

片が出土 している。

溝5(第19図)

第14地 点の東を北北西～南南東の方向にはしる幅0.45～0.54m,長 さ10.52mを 検出で きた溝で

ある。この溝も溝4と 同じく,奈 良時代に属する第24号 住居趾 をきって いる。溝底レベルから,溝

は南流していたようである。また,溝4と 溝5は,溝 底レベルで25cmの 違いがあるが,両 者の関係

は追求で きなかった。

溝は,東 下が りの溝底で,底 か らはほぼ直にたちあがっている。溝内には,暗 褐色土層が堆積 し,

3層 に区分 された。出土遺物には土師器がある。(関 沢 聡)

5墓:趾:(第34図)

14地点に計3基 を検出した。これらは耕作土下の床土直下を重機で剥いだ際,赤褐色の輪郭で確認

している。切合関係 も2と3は,24号 住居趾より新 しい溝4を 切っている。平面形態は隅丸の長方

形(2)で 長軸の中央に突出部 をもつ(1・3)も のもある。規模 と長軸方向は次の通 りである。

1-110×60cmN5ｰW,2-120×90cmN15ｰE,3-95×60cmN13ｰW

内部の状態を見ると1で は拳大か ら小児頭大位の石が4,5ヶ ずつ空間部 を設け配置されてお り,

このようすは3も 同様であった。又検出面からは浅いが壁は突出部で緩やかに,他 の場所は比較的

急に落ち込んでいる。土層は下層へ行 く程炭化材,骨 が多量に混ざり合い底面 と壁面は赤褐色を呈

し固 く焼土化していた。1・3に ついては並べ られた石は棺台で突出部は焚 き口であり,こ の場所

において火葬を行 なった結果 と推察する。又突出部のない2は 石が全然見 られない。1・3に 比べ

ると焼土は若干少ない。1・3程 高温にならなかった為であろう。

遺物は骨が多量にある。この骨は細か く炭化材片,土 と混入してお り拾い分けられない程である。

2か らは銭が2点 出土 している。他に釘などは見当らなかった。溝との切合,銭 等から見て中世の

火葬墓 と考える。
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第34図 墓趾1～3集 石1

6.集 石

集石1(第34図)

墓趾2・3と の間に検出した。拳大程度の川原石が約40個 程60×50cmの 範囲で集まっていた。24

号住居坑覆土中にあり,南 隅 を溝4に 切 られている。平面では集石に伴 う土拡は検 出できなかった。

土層断面によると落ち込み状態はかな り緩やかなもので,石 の上面から底面 までは約30cmで あるこ

とがうかがえる。又土拡底面は軟弱で土層でかろうじて判る程度である。石は第1層 中に多く中に

は骨 ・焼土 ・他の遺物などは全 く見られない。

切合関係か らして,奈 良時代以降の時期 と考 える。又周囲に火葬墓が3基 検出されてお りこの地

が墓域 として扱われてきた事を含め考 えると埋葬後に石 を乗せた土葬墓 と推定する。

(高 桑 俊 雄)
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第3節 遺 物

1土 器

1)弥 生時代の土器

第11地 点の検 出面か ら1点 のみ一括出土 した(第49図1)。 口縁端部 に最大径 をもつ甕i形土器で

胴下半部 を欠いている。 口縁端の刻み,胴 部の斜行条線文などから,中 期後半に位置づけられると

考 えている。他 に弥生土器の出土はない。

2)奈 良 ・平安時代の土器

今回の調査で出土 した土器 の主体 をなす。土師器 ・須恵器 ・施粕陶器があ り,器 形では,土 師器

に圷 ・境 ・皿 ・甕 ・小形甕 ・羽釜 ・高圷,須 恵器に蓋 ・圷 ・高杯 ・壼 ・瓦泉・甕 施粕陶器に碗 ・皿 ・

瓶 など多種にわたる。時期的には8～12世 紀代にかかるものであるが,概 ね3～4期 にまとめるこ

とができる。今回提示できた資料 を用いて,種 別 ・器形別及び特徴 を略述 したい。

須恵器

圷:有 台 と無台のものがある。有台の ものは,第6号 住居趾 と第18号 住居趾の出土品に少量み ら

れる程度である。無台の ものは,第6・17・18号 住居趾及び建物趾3・4に みられ,更 に底面調整

によ り,回 転糸切 り痕 をもつ もの と,そ うでないものに二分できる。前者は第6・17号 住居趾,建

物趾3・4の 出土品に,後 者は第18号 住居趾の出土品において中心的である。回転糸切 り痕 をもた

ないものは概 して丸底気味であ り,底 面にはヘラ切 り,回 転ヘラケズ リ,手 持ちヘ ラケズリなどの

痕跡 を残 している。底部 と体部の境に稜をつ くるもの と,ダ ラダラと移行するものがみられる。

蓋:屈 曲する端部の外面に明瞭な稜をつ くるもの と,稜 がにぶいものの2種 がある。明瞭な稜を

つ くるものは第6・17号 住居趾及び建物趾3・4よ り,に ぶい稜のものは第18号住居趾か ら出土し

ている。いずれも天井部は回転ヘ ラケズリされる。つまみの形態は欠損があってわからない。

高圷:第6号 住居趾か ら出土したものを提示できた。脚部のみの破片で,裾 端部が面取られ,杯

部 よりに沈線が2本 め ぐっているのがわかる。

瓦泉:第6号 住居趾から出土 している。小破片から器形を推定 した。頸部が短 く肩に稜をもつ,最

大径が口縁端にある腺 になると考 えられる。

壺 ・甕類は破片を散見す るが,図 化で きるものはなかった。甕は頸部の櫛描文 を2点,拓 影で提

示できたにす ぎない。

土師器

杯:底 面に切 り離 し痕 を残す ものと,調 整 して丸底気味に仕上げているものの2種 がある。高台
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のつ くものは境 として区別 した。丸底気味のものは数が少 く,第6号 住居趾4と 第17号 住居趾4及

び建物趾3の4の3点 を提示できただけである。いずれも内外面を丁寧にヘ ラミガキされて,第6

号住居:趾:4は内面に放射状の暗文をもち,他 の2者 は内面を黒色処理されている。底面に切 り離 し

痕をもつ ものは,第1・14・18号 住居趾 と第6号 住居趾土層から出土 している。ただ し第18号 住居

趾か らの ものは須恵器 の同種の圷 にまじって2点 存在したにすぎない。いずれ も丁寧な内面調整が

み られる。一方,第1・14号 住居坑及び第6号 住居趾上層か らのものは,全 体的に口径が小 さく,

内面調整 もあまりみられないものが 多くなっている。 この種のものには内面黒色処理 はみられない。

碗:基 本的には,底 面に糸切 り痕をもつ圷類に高台のついたもの と理解 されたい。第1・14号 住

居趾及び第6号 住居吐上層 より出土 してお り,こ の点で,口 径 が小 さ く,底 面に切 り離 し痕 をもつ

圷に伴 うものと言Z.よ う。内面を黒色処理 されるものとそうでないものがある。

甕:一 括品が第17・18号 住居趾より得 られた他,各 住居趾で破片の出土 をみた。第17号 住居趾の

ものは器全面がハケメで調整 され,比 較的厚手,第18号 住居趾出土品 も外面に縦のハケメをもつ。

第1・14号 住居吐からのものは,口 縁端部が面取 りされる点に特徴がある。

小形甕:胴 部が球形ないし楕円体に近い形状を呈するもので,小 形の甕ではな く,甕 とは別に器

形 を意識 して製作されたと考えているものである。第6号 住居堤15は 底面に木葉痕をもち,胴 部外

面にヘ ラケズ リを施されている。これに対 し第14・18号 住居趾から出土 しているものは基本的にロ

クロ回転 を用いた整形によってお り,底 面に回転糸切 り痕を残している。

羽釜:第14号 住居趾から胴部片が出土している。鍔は僅かに上へ反 り,鍔 を除 くと最大径は胴部

中位 にくる器形をとるもの と推定 している。外面はハケメで整形される。

高圷 は脚部の破片を散見するが図示できたものはない。

施粕陶器

灰粕陶器 と緑粕陶器がある。灰粕陶器は,第1・14号 住居趾及び第6号 住居趾上層か ら出土 して

いる。椀 ・皿 とも高台が高 く,粕 は潰けがけされるものである。緑粕陶器は皿類の小破片 と推定さ

れる。

時期的な特徴

今回提示 した奈良 ・平安時代の土器は,同 一器形内での形態 ・手法の差 と,各 器形の組み合わせ

により次の時期に分けられる。1:底 面に回転糸切 り痕 を持たない須恵器無台圷,須 恵器高±不・瓦泉,

底面に切 り離 し痕を残さず器面をヘラ ミガキされる土師器圷 ・高圷 ・ロクロ回転 を用いない小形甕

内面 をハケメ整形される甕を伴出。II:底 面に回転糸切 り痕を持つ須恵器無台杯,底 面に切 り離 し

痕 をもち内面が ミガキ整形される土師器圷 を伴出。高圷 ・瓦 はみあたらない。III:底 面に回転糸切

り痕 をもち内面 ミガキ整形がない口径の小さな土師・器圷,土 師器境が伴出。須恵器圷類は消滅。灰

粕陶器類が伴出。以上の時期に対応するのは,1:第6・17号 住居趾,II:第18号 住居趾,III:第
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1・14号 住居趾 ・第6号 住居趾上層の出土土器群 と考えている。 ただしこの1～IIIの 各時期間 に連

続性があるわけではない。各期の実年代の比定は,今 回の発掘では伴出資料がなかったので確定で

き難いが,各 遺跡での先学の成果 を参考にす ると1は8世 紀代,IIは9世 紀代後半～10世 紀代,III

は12世紀代を想定するのが適当とみている。

3)中 世の土器

第5・7・8号 住居趾から出土 している。土師質土器 と陶器がある。土師質土器に皿 と羽釜,陶

器に碗 ・甕 ・壺などの器形がみられる。土師質土器の皿はロクロ水挽 き成形で底部に粗い回転糸切

り痕 をもつ。羽釜(第5号 住居趾5)は,鍔 の部分 を除 くと最大径が口縁部にあ り,胴 部が内湾 し

ながら丸味をもって底部へおさまる器形 をとり,外 面を縦のハケメで整形 している。鍔はハケメの

後に付 したものである。陶器の碗類は図示できたものでは,第7号 住居趾1,第8号 住居趾5・6

がある。第7号 住居趾からの ものは天目茶碗,第8号 住居趾5は 僅かな部分 を欠 くのみの逸品で15

世紀の産の瀬戸灰粕平碗 と鑑定されている。甕類は第7号 住居趾5を 提示 した。薄褐色の淡い色調

で須恵器質の胎土をもっている。壺は,第7号 住居趾の覆土中から出土している4が ある。器高41

cmを測 る常滑焼の壷で,赤 茶色の地に茶緑の粕がかか り,肩 部に三本の沈線 と印花文 をもっている。

口縁部のつ くりか らみて14世 紀の産 と考えられる。

時期的にみると,第5号 住居趾の出土品が他 より比較的古 く,第7・8号 住居趾か らの ものは,

それぞれ,常 滑焼の壺 と瀬戸灰粕平碗 によって想定される年代 をあてるのが妥当と考 えられる。

(直井 雅尚)

2石 器 ・石 製 品 につ いて

遺跡内か ら出土した石器 ・石製品は表7の 如 くである。石鍛,敲 打器は石器時代のものであろう。

遺構にかかわる遺物には砥石がある。ここでは砥石について触れてみたい。9点 のうち6点 が,砂

岩,2点 が凝灰岩,1点 はこの種に用いるのは,珍 らしいチャー ト製である。砂岩は周辺で容易に

手に入るものであるが,凝 灰岩(3,7)は 近辺に産地など見当らず特別に砥石用として筑北,北

安曇からでも入手した ものであろう。又チャー ト(10)は 鎖川上流部にその産出を見 る。質は良く

ない。おそらく砂岩で荒砥 した後に凝灰岩のもの と共に中砥あるいは仕上砥 として用いているもの

と見られる。又第6号 住居趾か ら丸石が3個 出土している。この うち1個 は小児拳大の安山岩(13)

である。 これは焼岳,乗 鞍岳などで産 し梓川で転石を入手 したもの と考える。

なお石質分類については太田守夫氏に御教示を受けた。(高 桑 俊雄)
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表6実 測 土 器 一 覧 表

寸 法(cm) 色 調
成型調整 ・形態の特徴 備 考図 出土地点 種 別 器 形

口 径 底 径 器 高 外 面 内 面

1 第6号 住居趾 須恵器 蓋 14.0 一 2.6 灰 ～青灰 灰 ～青色 ロ クロナデ ・回転ヘ ラケ ズ リ

2 ii // // 16.? 一 灰 白 灰 白 ////

3 // // // 13.6 一 灰 白～灰 灰 白～灰 ////

4 n 土師器 杯 16.1 (10.2) 5.1 榿 ～赤榿 榿 ～赤榿 ヨコナ デ ・ヘ ラ ミガキ ・方射状 暗文

5 〃 須恵器 u 12.3 (8.6) 青 灰 青 灰 ロ クロナデ ・底面 回転ヘ ラケズ リのちナデ

6 ri 〃? n 12.8 6.4 3.9 昔 灰ノ 、 灰 黒 〃 ・底面手持 ちヘ ラケズ リ 焼成 が悪 く土師器にみえる

7 11 〃 // 15.7 12.8 青 灰 青 灰 〃 ・底面回転ヘ ラケ ズ リ

8 1/ n rr 13.4 10.6 灰 白 灰 白 iin

9 // // 〃? 11.4 薄青灰 薄青灰 // 長頸壺 口縁の可能1生

10 11 // 11 7.9 赤 桃 暗 赤 〃 ・底面粗 い放射状 のハ ケ メ

11 11 11 // 9.2 榿 榿 〃 ・底面 回転ヘ ラケズ リ ・ツケ高台

12 // n 高 杯 9.9 暗青灰 暗青灰 〃 ・内面奥 しぼ り痕 ・外面に沈線

13 11 // 腺 11.9 黒 灰 黒 灰 // 黄灰色の自然粕

14 n 土師器 甕 11.9 黄灰 ～黄榿 黄灰 ～黄榿 ヨ コナ デ ・ヘ ラケ ズ リ

15 // // 小形甕 5.8 暗 褐 暗 褐 〃 ・外面ヘ ラケズ リ ・内面ハケ メ ㌧底面木葉痕

16 // 須恵器 甕 暗 灰 暗 灰 櫛描波状文 ・横位沈線 拓影,白 と緑の 自然粕

17 // 土師器 圷 11.6 5.3 3.3 黄灰 ～暗褐■ 黄 榿 ロ クロナデ ・底面 回転 糸切 り

18 〃 // // 11.7 4.9 3.2 榿 ～赤榿 榿 ～赤榿 1111 ほぼ完形

19 11 ii 11 12.3 5.3 3.2 榿 1'Q ////

20 // // rr 12.1 5.9 3.3 榿 ～赤1"Q 榿 ～赤榿 1111

21 // // // 11.4 5.0 3.3 榿 榿 //11

22 // // // 11.7 5.5 3.1 榿 ～暗榿 榿 ～暗榿 〃 ・ 〃

23 // // 11 11.7 5.3 3.3 榿～黄榿 榿 ～黄榿 //11 完形

24 11 // n 11.8 5.0 3.4 n 11 //// 完形

25 11 11 境 15.2 6.8 5.8 黄褐 ～暗褐 黄褐～暗褐 〃 ・ 〃 ・ツ ケ 高 台

26 // // 11 14.6 7.4 4.9 黄榿～黄灰 黄榿～黄灰 〃 ・ヨ コナ デ ・ツ ケ 高 台

27 11 11 ii 14.4 7.2 4.4 黄榿 ～榿 黄榿 ～榿 〃 ・底面 回転 糸切 り痕 ・ツケ高台 ほぼ完形 ・底面が黒色

28 11 11 rr 18.2 10.6 5.1 淡茶褐 ～黄褐 淡茶褐～黄褐 Il/111

29 11 灰粕陶器 11 7.3 灰 白～灰 灰 白～灰 〃 ・底 面 回転 ヘ ラ ケ ズ リ ・ 〃

30 // // // 15.8 7.9 4.8 灰 白 灰 白 〃 ・ナ デ ・ツ ケ 高 台 僅かに黄色味の粕

31 〃 〃 11 15.9 8.2 5.0 // // 〃 ・底面 中央 回転ヘ ラケ ズリ ・ツケ高 台 透明な粕
32 11 11 皿 12.6 n // n //

33 // // 瓶 8.0 11 11 〃 ・体部下半 回転ヘ ラケズ リ ・ナデ ・ツケ高台 淡緑の粕
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図
寸 法(cm) 色 調

出土地点 種 別 器 形 成形調整 ・形態の特徴 備 考
口 径 底 径 器 高 外 面 内 面

芸1 第17号住居趾 須恵器 皿 16.6
一

一
薄青灰 薄青灰 ロクロナデ ・天井部回転ヘ ラケ ズ リ

2 11 11 // 16.2 灰 白～灰 灰 白～灰 ////

圭 主3 11 n // 13.3 一
月 灰 目 灰 nn 重ね焼痕あり

4 11 土師器 士不 12.4 8.8 4.1 黄 褐 黒 ヘ ラ ミガキ 内黒

5 ii 〃? // 11.9 (4.8) 3.9 薄黄灰 薄黄灰 ロクロナデ

6 11 須恵器 // 13.6 8.9 3.? 青 灰 青 灰 〃 ・底 面手持 ちヘ ラケ ズ リ ・体部 外面に沈線

7 // 11 n 13.2 (6.6) 4.3 暗青灰 11 〃 ・底 面周囲回転ヘラケズ リ・底面静止糸切 り?

8 〃 土師器 甕 17.1 黄 灰 黄 灰 ヨ コナ デ ・ヘ ラ ケ ズ リ

9 // 〃 // 21.9 黄褐 ～黄灰 黄褐 ～黄灰 〃 ・外 面 ミガキ様ヘ ラナデ ・内面ナ デ ・ハケ メ

10 〃 11 11 8.3 黄榿～薄榿 黄榿～薄榿 ヘ ラケ ズ リ ・ハ ケメ ・指 頭圧痕

11 n 11 // 8.4 黄 褐 暗褐 ～灰褐 内外面ハケ メ ・底 面 もハケ メ

12 11 // ii 6.8 // 榿 褐 外面ヘ ラケ ズ リ ・内面細 かいカ キメ状ハ ケメ

13 // // 〃 25.5 (39.5) 薄榿～淡暗褐 薄榿～淡暗褐 外 面 胴 上 半 横 ハ ケ メ ・胴 下 半 縦 ハ ケ メ ・内 面横 ハ ケ メ ・
ヨ コナ デ

一括 品

1 第18号 住居趾 須恵器 芸皿 13.0 『 暗赤褐 暗赤褐 ロクロナデ ・天井部 回転ヘ ラケ ズ リ

2 // // // 14.9 『 褐 褐 ////

3 n 11 圭 圭// 15.9 『 目 灰 目 灰 n

4 n 土師器 ま不 14.2 6.6 5.3 黄 褐 黒 〃 ・ヘ ラ ミガ キ 内黒

5 n n // 11.5 n 暗 褐 //

6 11 11 // 7.0 赤 榿 赤 榿 内面に放射状(鋸 歯状)暗 文

7 // 須恵器 11 13.2 7.4 3.5 青 灰 青 灰 ロ クロナデ

8 // ii // 13.0 7.4 3.8 // /! //

9 11 11 n 15.2 11 11 //

10 /! 11 11 9.4 青灰～黄灰 // 〃 ・底面回転ヘ ラケズ リ

11 11 〃 〃 7.5 淡青灰 淡青灰 //

12 〃 ii 甕 暗青灰 暗青灰 櫛描列点文 拓影
13 // 土師器 11 21.4 淡暗褐 ～黒褐 淡暗褐 ～黒褐 ヨコナ デ ・外面ハケ メ ・内面ナ デ 一括 品

1 第1号 住居趾 // ±不 12.2 6.5 4.5 黄 褐 黒 ロクロナデ ・回転糸切 り 内黒
2 11 // 11 12.9 5.4 4.1 11 榿 褐 11/1

3 〃 // // 14.6 5.9 4.3 暗 褐 黒 iin 内黒
4 11 // 11 15.3 黄 榿 // // 11

5 // 11 n 11.9 6.1 4.3 暗 褐 暗 褐 〃 ・回 転 糸切 り

6 ii // // 13.5 6.0 3.4 // 黒 1111 内黒
7 n 11 rr 13.5 5,7 4.2 黄 褐 黄 褐 1111



1
00
0

i

寸 法(cm) 色 調
成形調整 ・形態の特徴 備 考図 出土地点 種 別 器 形

口 径 底 径 器 高 外 面 内 面

S 第1号 住居趾 土師器 圷 14.2 暗 褐 黒 ロ ク ロナ デ ・ヘ ラ ミガ キ 内黒

9 n 〃 // 5.7 黄 褐 暗 褐 〃 ・回転糸切 り痕

10 // 11 小形甕 7.0 暗 褐 11 nrr

11 // 〃 杯 5.6 黄 褐 // 1/11

12 11 // 11 5.6 黄 榿 黒 rr 内黒

13 11 // n 5.1 暗 褐 11 11 //

14 // 11 境 6.8 11 暗赤褐 ロ クロナ デ ・ツケ高台

15 // // // 6.0 11 黄 褐 ////

16 11 灰粕陶器 瓶 8.0 灰 白 灰 白 !!!!

17 n n 境? 7.0 // // ////

18 n 須恵器 壼? 3.3 青 灰 青 灰 "・ 底面 回転 糸切 り痕

19 n 土師器 甕 22.0 暗 褐 暗 褐 胴部外面 口縁内面 にハ ケメ

1 第14号 住 居」止 11 杯 13.6 明黄褐 黒 ～黄褐 ロ クロ ナ デ ・ヘ ラ ミガ キ 内黒(不 完全)

2 // 11 11 12.0 5.6 3.7 黄 褐 濁赤褐 〃 ・底面 回転 糸切 り

3 11 // // 10.6 5.7 2.2 rr 黄 褐 1!!1

4 // ii /! 11.7 5.6 3.4 黄褐～暗褐 黄褐 ～暗褐 1111

5 〃 ii // 11.4 4.2 3.? 黄 褐 黄 褐 !1// 歪み

6 // 11 // 12.3 6.3 3.7 11 u //// 〃

7 // // 11 12.4 6.2 3.2 淡黄褐 淡黄褐 〃

8 11 11 11 12.1 6.3 3.7 黄 褐 淡赤褐 〃 ・底面 回転 糸切 り

9 1/ 11 11 13.2 6.3 3.7 rr 黄 褐 ////

10 〃 // // 13.9 7.2 3.1 暗 褐 // ////

11 !/ // // 5.5 rr 黒 〃 ・ 〃 ・ヘ ラ ミ ガ キ 内黒

12 // // 11 6.0 黄 褐 黄 褐 ////

13 // 〃 n 6.1 灰 褐 i! Il11

14 // 11 椀? 19.4 黄褐～暗褐 黄褐 ～暗褐 11

15 11 ri // 14.0 5.8 4.7 明黄褐 濁赤褐 〃 ・ツケ高台 ・底面糸切 り痕

16 11 // // 7.8 黄 褐 黄 褐 //////7

17 11 // rr 8.0 暗褐～茶褐 黒 〃 ・ 〃 ・ヘ ラ ミガ キ 内黒

18 n // 小形甕 10.9 明黄褐 明黄褐 //

19 // 〃 !! 11.6 暗 榿 暗 褐 !/

20 // 11 〃 10.0 5.6 9.3 暗褐～茶褐 明黄褐 〃 ・底 面回転糸切 り

21 11 11 rr 7.2 暗茶褐 暗茶褐 〃 ・外面カキ 目 ・底面回転糸切 り
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寸 法(cm) 色 調
成形調整 ・形態の特徴 備 考図 出土地点 種 別 器 形

口 径 底 径 器 高 外 面 内 面

22 第14号 住居趾 土師器 小形甕? 8.3 茶 褐 暗 褐 ロ クロナデ

23 // n 甕 23.5 黄 褐 黄 褐 ヨコナ デ ・ナデ

24 // n 羽 釜 黄褐 ～暗褐 黄褐 ～暗褐 外面縦 ハケ メ ・ヨコナデ ・ナ デ

1 第5号 住居趾 土師質土器 皿 10.0 5.8 1.3 薄こげ茶 薄:茶 ロクロナデ ・底面 回転 糸切 り

2 // // 11 9.5 4.1 1.7 薄:茶 // 〃 ・ 〃 ・内 面 中 央 に ヘ ソ状 窪 み

3 // 11 11 9.8 4.8 1.7 薄茶灰 薄茶灰 〃 ・ 〃 ・内 面 は 型 押 し

4 // 11 11 8.7 4.2 1.7 薄:茶 薄 灰 //1111

5 // 11 羽 釜 23.6 9.2 21.3 黒 褐 黒 褐 ヨコナデ ・外面縦ハケ メ ・内面ナデ

1 第7号 住居趾 陶 器 碗 11.8 粕:黒 胎:灰 白 天目茶碗

2 n 土師器 杯 5.2 赤 褐 赤 褐 ロ クロナデ ・底面 回転 糸切 り痕

3 // 〃 // 11.5 4.6 3.6 明 茶 茶 ～黒灰 rin

4 11 陶 器 壺 21.4 15.6 40.9 赤 茶 ねず茶 5段 の粘土 まきあげろ くろ整 形 ・肩部 内面指圧 痕 肩部 に印花文 ・常 滑

5 n // 甕 22.5 薄:茶 1灰 茶 ロ クロを使用 しているか?

1 第8号 住居趾 須恵器 杯 14.6 8.2 2.8 灰 白 灰 白 ロ クロナデ

2 ii ii7 甕 7.3 薄青灰 薄青灰 〃 ・底面 回転 糸切 り痕

3 11 須恵質土器 椀? 7.2 灰 黒 青 灰 〃 ・底 面ケズ リ痕

4 // 施粕陶器 9.0 粕:緑 ・茶 胎:白 灰 緑粕か三彩

5 // 陶 器 碗 15.3 4.1 6.7 粕:薄 緑茶 胎:黄 灰 ロ クロナデ ・底面 ケ ズリ ・トチ ンあとあ り 瀬戸灰粕平碗15C

6 // 11 11 13.5 6.0 (8.5) 粕:薄 緑 胎:灰 白 rr

7 // // 鉢? 8.5 粕:灰 白 胎:茶 榿 〃 ら底 面回転 糸切 り

1 建 物 趾3 須恵器 蓋 14.3 青 灰 青 灰 〃 ・天井部 回転ヘ ラケ ズ リ

2 11 11 壺 淡青灰 淡青灰 // 緑色の自然粕

3 11 土師器 杯 13.9 灰 白 灰 白 //

4 11 11 11 13.2 赤 褐 黒 内外面ヘ ラ ミガキ 内黒

5 // // n 15.8 苗 灰1、 昔 灰'、

6 11 須恵器 11 13.9 青 灰 青 灰

7 11 // 11 s.s) 灰 白 灰 白

8 11 n // 14.7 灰 白～灰 灰 白～灰 ロクロナデ

9 11 11 n (6.4) 青 灰 青 灰 〃 ・ヘ ラ切 り

10 11 1/ 蓋 17.3 一 灰 白 灰 白 11

11 rr rr 士不 15.5 淡茶灰 淡茶灰 //

12 建 物 趾4 〃 // 15.8 灰 白 灰 白 〃

13 // 11 11 7.0) 青 灰 青 灰 〃 ・ヘ ラ切 り

14 // !! !/ (7.4) 暗青灰 暗青灰



表7石 器 ・石製品一覧表

i
OO
N

I

No. 器 種 出土地点 長 さ(mm) 幅(mm) 厚 さ(mm) 重量(9) 石 質 備 考

1 石 石族 建3 (20.5) (13.0) 4.0 1.06 黒曜石 先端 ・片脚 欠損 無茎 凹基

2 敲 打 器 6住北外 143.5 50.5 29.0 300 砂 岩 敲 き痕一片端,片 側縁部

3 砥 石 溝1 92.0 38.5 30.5 160 凝灰岩 破損後再使用 使用面一4断 面四角 線条痕あり

4 ii 17住 108.0 55.5 48.5 485 細粒砂岩 〃 〃 一4〃 溝 状 痕 あ り

5 11 表 採 122.0 78.0 33.5 385 砂 岩 破 損 〃 一4〃

6 n 18住 88.5 70.5 17.0 385 11 〃 一5〃 溝 状 痕 あ り

7 // 溝1 94.5 40.0 35.0 260 凝灰岩 一両端以外の全面 断面半円形 線条痕多い

8 〃 22住 222.5 69.5 56.5 1,280 砂 岩
一3断 面四角 使用面に調整の打痕が残る

9 // 14住 118.0 72.0 62.0 700 11
一1溝 状 痕あ り

10 11 22住 117.5 83.0 48.0 640 チ ャ ー ト
一4

11 11 溝1 74.5 58.0 53.0 485 砂 岩 破 損?一4断 面 四角 片端 に敲 き痕

12 敲 打 器 8』 住 202.5 58.0 40.5 985 // 四柱状礫 周囲に小さな敲き痕 多数

13 丸 石 6住 カマ ド外 82.5 70.0 59.5 450 安山岩 円 礫

14 11 6住 54.0 52.0 48.5 175 砂 岩 〃 敲 き痕あ り

15 // 11 50.5 43.5 24.5 75 // 円 板 礫

(材質鑑定は太 田守夫 氏による)



3鉄 製 品

本 遺 跡 出 土 の 鉄 製 品 は,表8・9の 通 りで あ る。 和 釘22,紡 錘 車 及 び そ の一 部 と考 え られ る もの

7,鉄 錺i4,刀 子6,鑓2,鎌1,工 具1,不 明 品5の 計48点 で あ る。 出土 地 は 住 居 趾 が11軒,土

拡1・13,溝2及 び遺 構 外 で あ る。 和 釘 は7・8・14号 住 居 趾,土 拡1・13等 か ら 出 土 して お り,

完 形 の もの は 中世 の8号 住 居 趾 か ら1点(27)の み で,全 体 の 詳 細 は 不 明 で あ る。 こ の 完 形 品 は長

さ71mm,断 面 は 長 方 形 で あ りそ の他 の 出土 品 は い ず れ も断 面 形 が1辺5～9mmの 方 形 な い しは長 方

形 を呈 して い る。 皿 部 は 片 方 か ら た た きつ ぶ して 伸 ば した もの が 多 く,さ らに それ を折 り曲 げ て 皿

部 を造 っ て い る もの は 見 当 た らな い。

紡 錘 車 は,7号 住 居 趾 か ら1点,8号 住 居 趾 か ら2点 が 出 土 して お り,さ ら に8号 住 居 趾 か らは

紡 錘 車 の1部 と思 わ れ る もの が3点 み つ か っ て い る。 紡錘 車 と確 認 で き る3点(23,36,37)は い

ず れ もお も り部 が 円 盤状 で は な く,団 子 状 を呈 して お り,さ ら に23・36は 同 じ部 位 か ら 突 起 物 が で て

い る。 お そ ら く紐 状 の もの を巻 きつ け て お も り部 と した の で は な い だ ろ うか 。

鉄 鍛 は,8・17号 住 居 趾 か ら計4点 が 出 土 して い る(3～5,41)。 な か で も3は 良 好 な 残 存 状 態

で あ る。 そ の他 は か え しの 部 分 が 明 瞭 で な い もの,あ る い は 茎 部 付 近 の み の もの で あ る。

刀子 は,6・16・24号 住 居 趾 か ら計6点 出 土(2・8・11・14)し て い る が,原 形 を推 定 で き るの は2

の み で全 般 に 遺 存 状 態 が 悪 い。2は 長 さ133mm,そ の他 は 刃部 か ら茎 部 にか け て の 残 存 で あ る。

17号 住 居 趾 か らは,短 冊 状 の先 の 欠 損 した 鉄 製 品 が 出 土(6)し て い るが,た が ね か ま た は そ れ

に 類 す る工 具 の 一 種 で あ ろ う。

6・10号 住 居 趾 か らは,鑓 が1点 ず つ 出土(1・9)し て い る。1は 完 形 で あ るが,先 端 部 まで

の 長 さが112mm,87mmと 異 な っ て い る。9は お そ ら く鑓 の肩 の部 分 と考 え られ る。

7号 住 居 趾 か ら鎌 が1点 出土(24)し て い る。 茎 付 鎌 で あ り刃 先 の 部 分 が 欠 損 して い る。

溝1か ら はT字 形 の 製 品 が 出 土(51)し て い るが,何 か の 留 具 か も しれ な い。

19号 住 居 趾 か ら4点,21号 住 居 趾 か ら1点,鉄 製 品 ら し き もの が 出 て い るが,そ の性 格 は 不 明 で

あ る。 尚,溶 澤 が1・5・6・8号 住 居 趾,鉄 津 が1点 遺 構 外 か ら 出 土 して い る。

(吉 田 浩 明)

表8遣 構 別 鉄 製 品 一 覧 表

和釘 紡錘車 鉄f族 刀子 鎌 工具 鑓 不明 そ の 他 和釘 紡錘車 鉄鍛 刀子 鎌 工具 鑓 不明 そ の 他

1住 溶津2 17住 3 1

5住 溶津3 19住 4

6住 1 1 溶津1 21住 1

7住 8 1 (1) 23住 (1)

8住 11 2+(3) 1 3 溶津2 24住 1

10住 1 溝1 1

14住 1 土t/%1 1

16住 4 土拡13 1

一 .83一



表9鉄 製品一覧表

No. 出土地 出 土No. 製 品 名 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 重量(9) 備 考

1 6住 79 鑓 112 57 17 61.0 一 方の先端部が87mmと 短 くな る。完形

2 // 床 面 刀子 13.3 7 22 32.6 3片 に分かれ るが ほぼ原形 をとどめ る

3 17住 1 鉄錺i 83 31 12 18.0 完形

4 // 91 鉄¥1茎 部? 78 14 9 9.8

5 // 91 // 76 11 10 12.1

6 // 37 工具 100 36 15 55.1 たが ねか

7 23住 4 不明 径36 3 9.7 円:盤状呈 す,紡 錘車か

8 24住 床 面 刀子 68 32 12 31.0 刃部～茎部の間残存

9 10住 6 鍵 56 16 16 20.? 肩の部分残存

10 14住 24 和釘 45 7 7 s.o 断面方形

11 16住 13 刀子 132 6 13 28.3 形態の詳細は不明

12 // 15 11 54 6 13 8.1 刃部から茎にかけて残存

13 11 16 // 50 IO 12 10.8 //

14 ii 14 // 62 8 13 16.9 11

15 7住 21 和釘 30 8 8 5.9 胴部残存 断面方形

16 // 22 // 27 10 8 5.? 〃 断面長方形

1? 11 22 n 21 7 7 1.8 〃 断面 円形

18 // 24 11 27 8 7 4.1 頭部 〃 断面方形

19 ii 28 ii 57 6 5 7.3 先端部欠損 断面長方形

20 // 29 // 31 7 6 4.0 胴部 残存 〃

21 11 30 ii 33 9 9 3.5 〃 断面方形

22 // 33 〃 48 8 6 9.6 先端部欠損 断面楕円形

23 // 23 紡錘車 78 8 8 12.3 完形

24 // 25 茎付鎌 247 刃部50 4 215.0 先端 ・茎部 欠損

25 8住 1 和釘 40 6 5 6.1 先端欠損 断面長方形

26 // 2 // 60 7 5 13.6 先端わずか欠損"

27 // 3 // 71 9 5 11.5 完形 〃

28 /f 5 // 25 6 6 1.8 先端部残存 断面方形

29 // 6 // 46 5 5 6.8 胴 部 〃 〃

30 // 10 // 56 7 5 6.9 先端部欠損 断面長方形

31 // ベ ル ト Il 44 6 5 5.2 胴部残存"

32 // 11 11 4.1 7 5 6.8 先 端部欠損 〃

33 11 // n 18 5 4 1.2 胴部 残存 〃

34 〃 12 11 71 6 3 13.0 先端部 直角に曲が る 〃

35 // 覆 土 // 62 6 5 14.7 11

36 // 14 紡錘車 122 径22×18軸 径4 25.9

37 // 9 11 82 径20×19軸 径10 26.2

38 11 11 紡錘車の軸か 51 径6 4.2 断面円形

39 11 13 /! 65 径5 10.5 11

40 // 覆 土 // 19 径7 3.4 //

41 // 7 鉄鍛 69 7 5 7.7 茎部残存

42 // 4 不明 35 13 2 4.3

43 11 8 ii 27 11 9 4.9 錆のため形状不詳

44 11 8 11 28 5 3 0.8 断面長方形で中空

45 21住 不明 79 径41 205.0 管状呈す

46 19住 3 不明小片 28 16 10 4.5 先端部か

4? // // 18 16 11 3.1 板状呈す

48 n ii 22 12 19 3.1 棒状呈す
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No. 出土地 出 土No. 製 品 名 長 さ(mm) 巾(mm) 厚 さ(mm) 重量(9) 備 考

49 19住 不明小片 15 14 13 2.0

50 土 拡1 1 和釘 69 6 4 9.5 完形 断面楕円に近い

51 土拡13 1 11 30 4 4 3.4 茎部か 断面方形に近い

52 溝1 2 留め具か 60 45 15 30.8 T字 形呈す

6住 6 溶澤 53 28 14 24.1

1住 22 // 50 27 20 26.0

11 28 n 35 30 25 32.5

5住 9 11 39 28 23 30.5

11 9 11 28 20 19 13.1

// 9 11 25 20 19 9.4

8住 床面 11 36 28 20 21.2

// 床面 n 33 18 10 10.4

遺構外 鉄津 55 38 28 66.5 団塊 ・炭化材付着

表10銅 銭一覧表

No. 出土地 出 土No. 名 称 初鋳年 径(mm) 重量(9) 裏 面 図番号

1 5住 開(禧)通 室 1206 23 0.76以 上 無 文 1/2程 残存

2 7住 元祐通宝か 1093 25 2.96 n 1

3 8住 1 天 聖 元 宝 1023 25 3.07 // 2

4 // 3 皇 宋通 宝 1038 24 2.88 !/ 3

5 11 5 嘉 祐 通 宝 1057 25 2.13 11

6 // 6 元 豊 通 宝 1078 24 3.08 11 4

7 // 2 紹 聖 元 宝 1094 24 2.63 11 5

8 11 4 不 明 22以 上 0.96以 上 11 腐蝕激 しい

9 20住 1 太 平 通 宝 976 24 2.84 // 14と 表 面密着 で出土 6

10 11 覆土下層 天聖 元 宝 1023 25 2.07 11 7

11 11 4 皇 宋 通 宝 1038 24 1.96 // 一部 欠損 8

12 // 3 煕 寧 元 宝 1068 24 2.50 11

13 11 5 元 豊 通 宝 1078 25 2.15 //

14 // 2 紹聖 元 宝 1094 24 2.39 11 9

15 墓:吐2 不 明 24 1.48以 上 11 ○元通宝か○○元宝1/2残 存

16 11 n 21以 上 0.52以 上 〃 下に 「天」或 いは 「大」の字が 見える

17 溝4 煕寧 元 宝 1068 24 2.69 11 10

18 // 24

}4.66
// 19と 密着出土 11

19 n 23 //

骨片 2・6・8及 び14号 住居趾 で検 出された。

らしきものが確認 され た。

6住 においては,か まどとその周辺に集 中 してお り,小 動 物の腰骨
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4.青 銅 製 品(第54図)

青銅製品は5点 出土 したがいずれも住居趾内よりの単独出土でこれに伴 う特別の遺構 はなかった。

1は 第6号 住居趾床面下部より出土 した鏡で胴部に僅:かに穴があるほかは完形で,口 径13.7cm,深

さ5.5cmの 丸底のやや深めの鏡で無蓋である。口縁部は内側に傾斜 して3mmと 肥厚 して いるが器壁

全体はロクロ引 きにより薄手に仕上げられている。器外面には細い二本単位の沈線が2組 づっ 口縁

部,胴 部,底 部にめ く・り,底 部中心の湯 口切 りはなし部分の僅かにもり上がった部位にも二本の沈

線がめ ぐっている。器内面には器面 と平 らで樹木の文様が浮 き出されている。

青銅製鏡,水 瓶などは鋳造され,ロ クロによ り仕上げ られるが(1)特に外面ははっきりとけずりあ

とが観察される。 内面樹木文様の浮き出しは凹型鋳型で鋳込み,凸 型 として表わされた文様部分 を

も含めて内面 をけずり上げたもので,密 度の差によって文様 を浮き出させている(2)毛利光俊彦氏の

論文(3)ではAIに 分類 されるものと酷似 している。2は 口径3cmの 水瓶又は花瓶の口縁か ら頚部で

ある。 口縁部はまっす ぐに上 り,二 本の1mm近 いやや太めの沈線を2本 め ぐらせ,頚 中部 には幅3

mmの低い隆帯 を二分す る沈線がめ ぐる。第19号 住居趾出土である。3は 第7号 住居趾の六器で焼け

溶けて変形 しているが,径5.8cmあ まり,鏡 受けの圏帯は径2.5cmで ある。外縁部は幅2.5mm程 の肥厚

した部分がある。底内外には灰がついている。4は 第8号 住居趾出土の鏡の底部 とも思われるもの

で,僅 かに端部が持ち上 ってお り曲線 を描 くらしい。内面には炭化 した木質部が付着 している。5

も第8号 住居趾 出土で,つ ぶれかかった状態のためはず してみないので単なる観察にす ぎないが,

小型の高台付銅鏡が2コ 重なった状態であると思われる。口径は7cm位 であろうか。口縁は玉状に

な り,内 側 と外側の間には土 とともに針葉樹の木片が入っている。 なお外側鏡の高台部分には内側

鏡の欠けた部分か,青 銅片が付着 してお り,欠 けた部分か ら内側鏡の高台らしきものが窺える。 こ

れら青銅製品はいずれも仏器であり,1に ついては住居趾が奈良時代 と思われるのでその時代に,

3は 常滑壺(14C),4・5は 瀬戸灰粕平碗(15C)(4)の 出土している住居趾であり,2を も含めて中

世仏具 とみたい。(神 沢昌二郎)

参考文献(1)『 新版考古学講座』9「 金工」中野政樹,雄 山閣

(2)大 町高校,森 義直氏の教示による

(3)「古墳出土銅鏡の系譜」毛利光俊彦,考 古学雑誌64-1

(4)愛 知県陶磁資料館,赤 羽一郎氏の教示による
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第4章 結 語

1.南 栗遺跡について

本遺跡を中心 として奈良井川西岸地区を巨視的に見た場合,以 前か ら奈良井川段上,三 の宮,北

栗地籍に縄文中期～古墳時代の遺物 を出土す る事が知 られてお り,そ れに次 ぐものが神林の境窪地

籍(弥 生)さ らに近年の古墳調査で知 られるように新村地籍 と下って くる。

今回の調査で検出した遺構の うち,6,17,3,4,23,24号 住居吐等は遺物 よりみてむしろこ

れに次 ぐと見てよい。遺構的には6,17,23,24号 は巨大な規模 を呈 し,カ マ ドには長い煙道 を設

けている。これらか ら得 られた遺物は資料的にも貴重なものと言えよう。量的に見ると大形住居趾

か らの多量に比べ,3・4号 等小形のものか らは非常に少ない。該期の遺;構は他にも建物趾3,4

がある。特に3は 規模 も大 きく建て直 しが2回 行われ,長 期化 した定住を示 してお り,4も 同様で

あった。又,6号 か らは佐波理鏡が出土し,特 殊な遺構 として考える必要がある。石組カマ ドをも

つ22号 住居肚はこの直後に比定される。

平安中期には9,18号 住居趾がある。近 くの神林下神遺跡(1)に比べ るとこの2軒 は少ない

平安末期,も しくはそれに近 くなると1,2,10,14,15,16号 住居趾と再 び;増加 している。 こ

の時期の住居趾覆土は大 きな石 を含み,青 灰色系の土色 を呈するものが特徴的であ り(17地 点)遺

物はかな り多い。

中世 になるとまず5,21号 住居吐がある。2軒 とも非常に浅い。これに対 して7,8,20号 住居

趾は非常 に深い竪穴である。遺物は少ないが青銅製品に特殊な ものを見る。高台付佐波理鏡,六 器

水(花)瓶 等である。現了智上人墓近 くには火葬墓 と,墓 と見られる集石があ り,墓 域 としての成

立を見せ ている。又,東 側(東 西 トレンチII)に 検出した配石は薬師堂、阿弥陀堂 という字名を起

因させた遺構 を想定させる。

調査,坪 掘 り等で知 り得た用地内の遺跡範囲は栗林神社の南西側から南東は乃木殿周辺迄 と考 え

る。トレンチを見ると複数の住居趾が明確に出現 してお り,とくに南北 トレンチには砂利層により破

壊された住居趾 を認めた。未調査のため遺構の時期は不詳であるが,前 述 した時期の範囲を出るも

のではないと見ている。検出面への礫の露出は17地 点にあり,坪 掘 りでは地点が接近 していて も極

端 な土層の違いを見せている所(6と16地 点)も ある。 目につ く礫類はほとん どが鎖川系(2)もので

鎖川の氾濫 もしくは蛇行により度々この地に水害 をもたらしていたのであ り,本 遺跡で空白となっ

た時期はこれらによるものと考えるのは早計であろうか。 ちなみに現在の鎖川は北東～北へ向った
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流れが,こ の地区の南側で東へ向きを変えている。

このほか溝5本 を検出したが これ らは全てが人為的なもので,溝4は 奈良～中世 のものであ り特

に深い。他はいずれ も切 り合った遺構より新 しい。溝1以 外は短かい範囲 しか調査 できないが,溝

5が 南東へ向う以外は全て東下 してお り排水路として考えたい。

2.条 里的遺構について

今回調査では遺構検:出の北側に南北80m,東 西120mの トレンチを掘って条里遺;構の手がか りを求

めたが検 出されなかった。南北 トレンチはほぼ中間地点で幅5m余 りの砂利層 を検出 した。砂利層

は北東に土手状に続いてお り,そ の厚 さか ら自然堆積 であ り人為的につ くられた道などではないこ

とは明らかである。この地は鎖川の影響が非常に強 く,梓 川水系か らの影響は南北 トレンチ北端 を

流れている堀川には残るがそれ以南には及んでいないと思われる。つまり条里遺構 をとらえ得 ると

したら堀川以北であり,航 空写真で単純に水田の地割 をみるかぎり高綱中学校寄 りか永田部落寄 り

の方がとらえやすいのではないか。なお信濃史学会でも条里遺構調査を行 ってお り58年度は水掛 を

中心に調べ られた由であるのでその成果 を期待す るものである。

3.調 査を終 えて

ここ数年来奈良井川西側において県営ほ場整備事業が続いており,そ れに伴って発掘調査が継続

されている。そのため今まで不鮮明であった奈良井川左岸の低地における遺跡が解明されかけてい

る。その第1は 笹賀地区における低地の縄文時代の集落であり,第2は 鎖川を隔てた神林下神遺跡

と本遺跡における奈良時代 より平安時代,更 に中世 に至 る爆発的 とも思える開発の大 きさを感 じて

いることである。両遺跡か らは奈良三彩小壺,佐 波理鏡など,一 般庶民には縁のない高級品が出土

していることなどから推 して,権 力者,寺 院な どの存在 を窺わせると共に,平 安時代は じめに信濃

国府が筑摩 の地に移 されたといわれてお り,飛 躍的に言えば本遺跡周辺が交通の要衡の地であり,

公的機関に類す るものがあったのではないかとも考えられる。

58年 度緊急発掘調査は4件 重なったため充分な調査 ・整理 を行 う人員,時 間がなく,特 に本調査

では発掘現場引き上げから報告書作成まで正月をはさんだ2ヵ 月間で充分整理,検 討す ることがで

きなかったその点記録保存 という文化財保護の立場 からは不満の残るところではある。 中心土地

改良事務所,島 立土地改良区,島 立公民館,南 栗町会,公 民館,栗 林神社氏子総代の方々には一方

な らぬご理解ご協力をいただいた。記 して御礼申し上げる。 また日没の早い12月 の寒気の中で調査

に従事 された調査員 ・作業員の方々,整 理作業にご協力いただいた方々,そ して報告書づ くりのた

めに日曜 日も返上 して連 日10時す ぎまで励んでいただいた大学生諸君他の方々,本 当にありがとう

ございました。記 して感謝申し上げます。(神 沢昌二郎)

(1)下 神遺跡は58年度に調査を行い,住 居:趾:77軒,建物趾35基等が検出されている。

(2)太 田守夫氏の教示による。
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第35図 第6号 住居趾出土土器(1)
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第36図 第6号 住居趾出土土器(2)
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第37図 第6号 住居趾出土土器(3)

一9ユ ー二



第38図 第17号 住居趾出土土器(1)
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第39図 第17号 住居吐出土土器(2)
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第40図 第18号 住居趾出土土器
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第41図 第1号 住 居 趾 出土 土器(1)
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第42図 第1号 住居趾出土土器(2)
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第43図 第14号 住居趾出土土器(1)
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第44図 第14号 住居趾出土土器(2)
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第45図 第5号 住居趾出土土器
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第46図 第7号 住居趾出土土器
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第47図 第8号 住居趾出土土器
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第48図 建 物j止3,4出 土 土器
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第49図 その他の遺物ヰ 製品・銭
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第50図 青 銅 製 品
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図 版





図
版
1

第13地 点 坪掘 り

畔に露出 したカマ ド

東西 トレンチ1
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図
版
2

調査風景

調査風景

調査風景
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図
版
3

南北 トレンチ1

礫堆積部

東西 トレンチ 五

南北 トレンチ1
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図
版
4

6号 住居趾

遺物出土状況

同 遺物出土状況
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図
版
5

6号 住居趾カマ ド断面

6号 住居趾壁

(炭化 したワラ材)

同 出土遺物
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図
版
6

6号 住居:吐

上層出土遺物

同 貼床下

青銅製品

同上

青銅製品
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図
版
7

17号 住居趾

同

遺物出土状況

同

カマ ド奥 甕
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図
版
8

17号住居趾

カマ ド断面

同

出土鉄金族

18号住居祉
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図
版
9

18号住居趾 カマ ド

1・2号 住居 趾 ・土 拡17～19(手 前)
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図
版

10

1号 住居趾

同 カマ ド

2号 住居:吐
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図
版

11

14号 住居趾

同

遺物出土状況

5・21号 住 居趾
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図
版

12

5号 住居」止

遺物出土状況

同

出土遺物

7号 住居j止
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図

版

13

7号 住居」止

遺物出土状況

同

炭化穀類

出土状況

同

出土 炭化材
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図
版

14

7号 住居j止

出土鉄鎌

8号 住居趾

同出土

青銅製品
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図
版

15

8号 住居趾

出土青銅製品

3号 住居趾

4号 住居趾:

121



図
版

16

4号 住居:吐

及び建物趾3

4号 住居趾

カマ ド断面図

22(手 前)

23号住居趾
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図

版

17

22号 住尉 止

カマ ド

24号 住居趾

9号 住居趾

溝1

鵬
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10号 住居±止

同 カマ ド

15号 住居±止

土拡1
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15号 住居j止

遺物 出土状況

同 出土遺物

16号住居趾

土拡2
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20号 住居趾

19号 住居趾

土拡10

19号住居:吐

出±遺物
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21号 住居趾

同 出土遺物
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25号 住居:転

建物:吐3

建物:趾4

土拡 麟
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建物趾3

柱痕跡

同

柱痕跡

建物趾4

柱痕跡
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建物趾3・4

(手前17号 住居±止)
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建物±止1

建物±止2

土拡3～7

土 ま広11～14
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溝1

墓趾1

墓趾2
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墓:趾:3

墓趾3

断面

133



図
版

28

集石1

雪の風景

(11地 点)
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6-5

6-7

6-21
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6-22

6-24

6-27
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6-30

6 31

6-13
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償号像暦鮭

出1佐 波理錨

17 1

17-5

一一 一一一
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17-6

17-7

17-8
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17-9

17一 一13
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18-4

18-7

1-1
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1-2

1-3

1-5
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1-6

1ｮ7

1-18
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14-4

14-5

14-6

144



図
版
39

14-7

14-8

14-15
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14-19

14-20

14-21
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5-5

7-4

8-5

8号 住居趾

出土佐波理鏡
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石器 ・石製品
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